
お知らせ/
掲示板没後２０年「利根山光人VIVA MEXICO」展（無料）

会期　平成２６年９月８日～１２月
２０日（土）（毎日曜祝日は休館）

会場　聖徳大学１号館８階　聖徳
博物館（松戸駅東口徒歩５分）

利根山先生は昭和 21 年から約 11 年間海城の美

術教師を経て、メキシコに渡り画業に専念しメキシ

コで 2 度の文化大賞、日本では日本芸術大賞を受

賞した先生です。帰国後は聖徳学園の教授になり、

多くの作品を残しております。聖徳は今回その一

部を公開する事になりました。その他、学園キャン

パスの建物は利根山先生の陶板壁画（約４０か所）

が見られます。文字通り「美術の園」です。各門

衛に許可を取り入れます。要必見。

16

編集担当

山
本
満
男
（
Ｓ
27
）

片
山
忠
美
（
Ｓ
28
）

石
原
長
夫
（
Ｓ
33
）

小
西
洋
也
（
Ｓ
41
）

佐
久
間
雅
彦
（
Ｓ
49
）

大
町
一
夫
（
Ｓ
51
）

国
井
信
男
（
Ｓ
62
）

岡
本
浩
太
郎
（
H‌

02
）

編
集
後
記

◎
11
月
前
半
に
逝
去
し
た
名
優
・

高
倉
健
を
追
悼
し
て
T
V
放
映
さ

れ
た
彼
主
演
の「
南
極
物
語
」を
見

た
。出
演
者
に
先
輩
の
寺
島
達
夫

や
同
期
の
岸
田
森
の
名
が
出
て
い
て

懐
か
し
かっ
た
。（
石
原
）

◎
ホ
ン
ト
に
世
界
中
で
海
城
Ｏ
Ｂ
は

活
躍
し
て
る
ん
で
す
ね
。（
国
井
）

◎
齢
を
取
っ
た
分
、知
って
い
る
事

も
、見
た
事
も
、経
験
し
た
事
も
得

を
し
た
。そ
の
分
書
く
こ
と
が
出
来

る
事
に
感
謝
。皆
さ
ん
良
い
お
年
を
。

（
山
本
）

◎
人
の
何
倍
も
の
努
力
は
難
し
い
、

継
続
を
力
に
し
ま
す
。（
岡
本
）

◎
海
城
と
高
倉
健
さ
ん
を
結
ぶ
糸

も
あ
り
ま
し
た
。改
め
て
幅
の
広

さ
を
実
感
し
ま
す
。古
賀
理
事
長

が
総
会
挨
拶
で「
海
原
会
は
人
材

の
宝
庫
、人
材
は
学
園
の
宝
」お
っ

し
ゃって
ま
し
た
。各
界
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
会
員
皆
様
の
情
報
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。（
小
西
）

文実・生徒会ＯＢ会新年会
文化祭実行委員会・生徒会ＯＢ会の新年会を開催します。

参加希望者はメーリングリストでの表明か海原会のホームペー

ジの「海原会へのお問い合わせ・ご連絡」からご連絡ください。

日時　平成27年1月3日18:00〜

場所　鳥良（新大久保駅前改札正面B1F）

鉄道研究会ＯＢ会　新年会のお知らせ
海城鉄研OB会で、恒例の新年会を開催する運びとなりました。毎
年、年代を超えて多くの皆様に参加していただいております。

【日時】平成27年1月10日（土）18時より
【場所】大衆割烹いさみ（東京都新宿区歌舞伎町1-23-10 

　　　　　　　　　　　　　　　JR新宿駅東口徒歩5分）【参加費】5000円＋OB会年会費2000円
参加を希望される鉄研OBの皆様は info@kaijotekkenob.com まで（1.お名前 2.卒業年）をご一報下さい。皆様のご参加をお待
ちしております。

【会報バックナンバー閲覧パスワード】
ホームページの活動レポートから会報のバックナンバーの閲覧ができます。閲覧にはパスワードを設定しております。ユーザー名はkaihouです。パスワードは2014年12月14日までは「sHinju9:」、2014年12月15日からは「oBaba.03」になります。

「週刊エコノミスト」が海城を紹介
週刊エコノミスト誌（9月23日号）連載コラム「名門高校の校風と人脈」で海城学園が取り上げられました。「卒業生にはベンチャー精神にあふれ、時代の先端を走っている人が何人もいる」と多くの海城人を紹介しています。隅

田
川
ク
ル
ー
ズ
＆

回
向
院
を
ゆ
く 昭

10	

西
澤
　
　
實	

25・7・2

　
　	

山
邉
　
仁
壽	

昭
12	
千
秋
　
二
郎	

昭
16	
大
隅
　
　
守	

26・1・21

　
　	

津
守
　
祐
次	

25・10・7

昭
19	

中
村
　
良
彦	
20・5

　
　	

横
山
　
　
宏	

昭
20	

落
合
　
　
皓	

26・1・13

　
　	

鷺
谷
　
郁
夫	

25・11・7

　
　	

湯
山
　
俊
夫	

25・4・8

昭
21	

飯
塚
　
　
朗	

26・8・2

昭
22	

青
木
　
秦
憲	

25・10・2

昭
23	

佐
藤
　
竹
雄	

25・12・1

　
　	

橋
本
　
義
昭	

23

昭
25	

市
村
　
時
春	

25・6・29

　
　	

野
村
　
　
渉	

26・2・21

昭
26	

市
川
　
孝
治	

26・9・3

　
　	

山
口
　
準
一	

26・1・27

昭
28	

松
尾
　
泰
雄	

26・2・1

昭
30	

長
井
　
宏
之	

23・6・2

昭
31	

田
中
　
基
夫	

昭
32	

中
村
　
勝
海	

26・1・31

　
　	

引
田
　
裕
久	

25・10・2

昭
33	

鈴
木
　
勝
純	

25・5・25

　
　	

鹿
野
嘉
治
馬	

25・1・25

　
　	

鹿
島
　
　
清	

26・1・28

　
　	

溝
渕
　
脩
雄	

26・7・16

　
　	

川
南
　
陸
充	

26・8・28

昭
35	

橋
口
　
隆
文	

26・1

昭
36	

島
村
　
靖
人	

23・2

　
　	

二
村
　
俊
彦	

26・9・26

　
　	

宮
崎
紘
一
郎	

26・9・30

昭
37	

小
林
　
　
渡	

24・3・3

　
　	

目
黒
　
賢
一	

22・8

昭
38	

鈴
木
　
忠
夫	

昭
41	

岩
越
　
　
睦	

25・7・1

　
　	

田
中
　
俊
一	

26・1・29

　
　	

長
　
　
晃
一	

25・9

　
　	

寺
田
　
一
郎	

25・8・17

昭
51	

皆
川
　
龍
太	

26・7・15

昭
54	

富
永
　
智
紀	

24・12

昭
56	

石
橋
　
真
二	

25・11・2

昭
58	

柳
田
　
径
克	

26・2・11

昭
62	

鹿
島
　
健
司	

26・4・23

平
1	

高
橋
　
直
久	

25・12・2

先
生	

奥
村
　
秀
樹	

26・4・29

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

訃
報

平成20年卒同期会のお知らせ

平成20年卒同期会を開催します。

日時　12月27日（土）18時〜20時

場所　Cafe Cotton Club

会費　1人5000円

参加希望者はkaijo.2008gra@gmail.comまで

ご連絡ください。
（代表　津村大樹）
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隅
田
川
ク
ル
ー
ズ
＆

回
向
院
を
ゆ
く

今回の見学会では、海原会副会長の安藤さん（Ｓ34）夫妻・Ｎ
ＨＫ「街つくり」特集で名をはせた浜田さん（Ｓ20）・副会長の石
原さん（Ｓ33）・広報委員長の山田さん（Ｓ36）・総務委員長の
池内さん（Ｓ33）夫妻・ブランディング部会委員長の関野さん（Ｓ
35）夫妻・士業会会長の唐沢さん（Ｓ41）夫妻・鉄研ＯＢ会長
の益田さん・並びに間多さん（Ｈ15）・特別出演草野先生・広告
塔？の杉山さん（Ｓ36）。など等、ご協力頂き有難うございました。  

芝
居
小
屋
、
屋
台
な
ど
、
江
戸
文
化
に
華
を
咲
か
せ
た
ゆ
か
り
の
地

に
な
っ
た
由
縁
で
す
。
因
み
に
「
勧
進
」
と
は
寄
付
を
集
め
て
見
世

場
を
作
る
行
為
だ
そ
う
だ
。
こ
の
時
期
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
特
別
待

遇
を
戴
き
、
し
か
も
奥
様
も
熱
の
入
っ
た
回
向
院
の
歴
史
や
境
内
の

碑
を
説
明
頂
き
、見
学
会
一同
、夢
中
で
聞
き
入
っ
た
。

こ
の
寺
院
の
名
物
は
泥
棒
の
神
様
、
鼠
小
僧
次
郎
吉
の
墓
。
伝
説

に
よ
る
と
鼠
小
僧
は
屋
敷
に
忍
び
込
み
金
を
盗
み
、
貧
し
い
庶
民
に

分
け
与
え
た
「
神
様
・
仏
様
」で
あ
る
。
墓
は
縁
起
を
担
い
で
墓
石

を
削
り
盗
る
人
が
多
い
。
た
ま
っ
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
。
そ
こ
で
住
職

は
粋
な
計
ら
い
で
代
理
墓
を
建
立
、従
って
前
後
に
二
つ
あ
る
。
幸
運

を
盗
る
、ご
利
益
を
盗
る
、最
近
で
は
受
験
生
に
は
点
を
盗
る
な
ど
、

石
の
か
け
ら
を
お
守
り
に
持
って
行
く
。
今
で
も
参
拝
者
は
引
き
も

切
ら
な
い
。
江
戸
の
気
風
が
今
で
も
残
って
い
る
。
本
多
住
職
は「
こ

の
起
こ
り
こ
そ
が
有
縁
無
縁
に
関
わ
ら
ず
、人
・
動
物
に
関
わ
ら
ず
、

生
あ
る
も
のへの
仏
の
慈
悲
を
説
く
も
の
」と
し
て
現
在
ま
で
守
ら
れ

て
き
た
当
院
の
理
念
だ
と
い
う
。

◆
ち
ゃ
ん
こ
鍋
に
舌
鼓

両
国
と
い
え
ば
相
撲
、相
撲
と
い
え
ば「
ち
ゃ
ん
こ
」と
い
う
訳
で
、

お
昼
は
予
め
予
約
し
た「
ち
ゃ
ん
こ
巴
潟
」で
全
員
ち
ゃ
ん
こ
鍋
で
舌

鼓
を
打
っ
た
。食
事
の
後
は
、あ
の
忠
臣
蔵
討
ち
入
り
の
吉
良
邸
跡
地
、

海
軍
奉
行
の
、勝 

海
舟
の
生
誕
地
を
巡
り
、文
豪
芥
川
龍
之
介
生
育

の
地
、そ
し
て
国
技
館
の
向
こ
う
隣
の
「
潮
入
り
の
池
」
安
田
庭
園
と
、

盛
り
沢
山
の
見
学
会
と
な
り
、お
ひ
ら
き
と
な
っ
た
。

（
見
学
会
委
員
長　

山
本
満
男 

記
）

良かった

愉し
かった

海
原
会
行
事
で一
番
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
イ
ベン
ト
で
す
。

今
年
で
４
回
目
の
海
原
見
学
会
は
10
月
26
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
団
体
予
約
の
枠
30
名
を
超
え
る
総
勢
31

名
。
実
は
ド
タ
キ
ャン
に
な
っ
た
り
希
望
者
が
出
た
り
瀬
戸
際

の
攻
防
で
、
幹
事
と
し
て
は
嬉
し
い
や
ら
困
る
や
ら
で
心
配
し

た
。
結
果
は
皆
さ
ん
か
ら
道
中
「
良
か
っ
た
愉
し
か
っ
た
」
の

大
好
評
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
圧
巻
の
洋
上
か
ら
見
る
東
京

薄
日
が
差
す
ま
ず
ま
ず
の
天
気
。
船
は
ア
ー

ル
の
ガ
ラ
ス
カ
バ
ー
の
洒
落
た
空
間
で
、
船
体
も

流
線
形
、
子
供
じ
ゃ
な
い
け
ど
は
し
ゃ
ぎ
た
い
気

分
に
な
る
。

船
は
蔵
前
橋
を
通
って
厩
橋
、駒
形
橋
、浅
草

で
Ｕ
タ
ー
ン
、
改
め
て
名
高
い
両
国
橋
を
潜
り
新

大
橋
、清
洲
橋
、永
代
橋
、勝
鬨
橋
と
全
部
で
11

か
所
の
橋
を
通
り
抜
け
、遠
く
に
見
え
て
来
た
レ

イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
の
真
下
を
通
り
お
台
場
を
回

遊
、
再
び
港
湾
に
沿
い
隅
田
川
を
右
舷
左
舷
に

揺
れ
な
が
ら
元
に
戻
る
の
だ
が
、
護
岸
いっ
ぱ
い

の
高
層
ビ
ル
、
し
か
も
「
ど
う
だ
！
見
て
く
れ
」

と
言
わ
ん
ば
っ
か
し
に
威
容
を
誇
って
い
る
様
は

す
ご
い
。

◆
回
向
院
見
学

再
び
両
国
に
戻
って
名
刹「
回え
こ
う
い
ん

向
院
」を
見
学
。

こ
こ
の
住
職
は
昭
和
36
年
卒
の
本
多
義
敬
氏
で

す
。
三
六
〇
年
前
、
明
暦
の
大
火
な
ど
十
万
人

を
超
す
お
び
た
だ
し
い
無
縁
の
焼
死
者
、
水
死

者
を
出
し
た
。
回
向
院
は
そ
れ
以
来
、
す
べて

の
無
縁
の
死
者
が
葬
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
後
死
者
を
弔
う
た
め
の
資
金
集
め
に
勧
進
相

撲
を
境
内
で
催
し
、境
内
は
富
く
じ
、見
せ
小
屋
、



海
原
会
サ
ロ
ン

海
城
祭
の〝
顔
〞と
し
て
定
着

卒年 氏名
昭 23 土井　譲
昭 26 星川　敏夫
昭 29 中尾　欽哉
昭 29 西山　光生
昭 31 越川　照夫
昭 31 畑野　三郎
昭 32 牛込　壮造
昭 32 内藤　賢
昭 32 松岡　征治
昭 32 宮田　昇
昭 32 吉岡　幸夫
昭 32 和田　昇三
昭 33 池内　宏
昭 33 小口　正弘
昭 33 後藤　尚弘
昭 33 利根川節二
昭 33 西川　芳弘
昭 33 谷口　賢
昭 34 安藤　浩
昭 34 栗原　敏朗
昭 34 小山　隆紹
昭 34 鈴木　雅彦
昭 34 水野　春彦
昭 34 山崎　一善
昭 34 山崎　典夫
昭 34 小俣　幸夫

昭 35 渡辺　浩志
昭 35 鴨下　孝信
昭 36 浅倉　政行
昭 36 伊藤　邦正
昭 36 岡本　隆雄
昭 36 久保田良一
昭 36 林　昭策
昭 36 平出　泰
昭 36 藤咲　浩男
昭 36 山田　雅康
昭 36 高橋　靖和
昭 37 泉　覚
昭 37 大矢　俊一
昭 37 菅野　文夫
昭 37 若林　宏
昭 37 山田　和弘
昭 37 鷲田　和雄
昭 37 梶　宏光
昭 38 飯村昭太郎
昭 39 鵜殿　幸夫
昭 39 川瀬　幸一
昭 39 丹羽　秀夫
昭 40 三輪　和夫
昭 41 篠　由紀男
昭 41 松島　義人
昭 42 早川　好治
昭 42 森口　康一

昭 43 永江　学
昭 44 岡川　清明
昭 44 千賀　孝雄
昭 46 工藤　聡
昭 47 石黒淳一郎
昭 47 長濱　憲一
昭 47 渡辺　弘之
昭 48 甲斐　彰義
昭 48 角　達也
昭 48 石川　隆一
昭 48 萩野 正雄
昭 53 内田　玲
昭 54 樋口　稔洋
昭 56 東海林尊信
昭 56 益田浩一郎
昭 57 荒尾　純平
昭 57 岩水　満
昭 57 坂本　明久
昭 57 清村　伸幸
昭 57 藤田　新吾
昭 57 吉岡太二郎
昭 62 国井　信男
平 03 井上　宙史
平 10 松下　憲一
平 17 小島　弘義

78 名

第三回海原会GOLF会コンペ出席者

  OUT IN グロス HDCP NET
優勝 吉岡 幸夫（S32） 41 41 82 10.8 71.2
2 位 荒尾 純平（S57） 40 36 76 4.8 71.2
3 位 和田 昇三（S32） 42 45 87 15.6 71.4

べスグロ OUT IN グロス
1 位 荒尾 純平（S57） 40 36 76
2 位 吉岡 幸夫（S32） 41 41 82
3 位 内田　 玲（S53） 40 43 83

第三回ゴルフ大会恒
例
の
海
原
会
サ
ロン
は
今
年
で
5
回
目
。

生
徒
た
ち
の
お
祭
り
海
城
祭
（
今
年
は
9
月

13
、
14
日
）で一
室
を
お
借
り
し
て
開
催
し
ま

し
た
。

な
ん
と
、今
年
の
海
城
祭
に
入
場
さ
れ
た
人

は
２
万
４
千
1
5
9
人
の
大
盛
況
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
海
城
の
知
名
度
が
高
い
証
拠

な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
大
変
名
誉
な
こ
と
と

思
って
い
ま
す
。

今
回
は
サ
ロン
の
部
屋
が
い
つ
も
よ
り
小
さ

か
っ
た
こ
と
も
あ
って
、
十
分
な
展
示
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
す

が
、
多
く
の
来

場
者
が
海
城
の

歴
史
や
各
界
で

活
躍
す
る
同
窓

生
を
紹
介
す
る

展
示
な
ど
を
熱
心
に
見
入
って
い
ま
し
た
。
特

に
「
時
代
を
創
っ
た
海
城
人
」
が
注
目
さ
れ

ま
し
た
が
、
壁
面
の
都
合
で
56
人
し
か
掲
載
で

き
ず
申
し
訳
な
い
と
思
って
い
ま
す
。
来
年
は

加
え
て
平
成
人
も
取
り
上
げ
更
に
充
実
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
程
に
著
名
な

海
城
人
が
ま
だ
ま
だ
多
く
い
る
の
は
嬉
し
い
事

で
す
。
又
、リ
ニュー
ア
ル
し
た
「
校
祖
・
古
賀

喜
三
郎
の
軌
跡
」は
幕
末
明
治
に
出
来
た
て
の

ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
「
海
軍
」
と
創
立
者
の
「
海
軍
予

備
校
」
と
の
関
係
の
秘
話
に
関

心
が
集
ま
り
有
意
義
と
思
って

い
ま
す
。「
そ
の
時
の
先
輩
達
」

で
は
年
配
の
方
な
ら
お
解
り
の
、

あ
の
「
戦
場
に
か
け
る
橋
」
の

名
優
早
川
雪
州
が
母
校
海
城

に
来
訪
し
た
写
真
。
今
で
も

残
る
武
家
屋
敷
門
（
重
要
文

化
財
）を
校
門
に
し
た
写
真
な

ど
が
興
味
を
注
が
れ
ま
し
た
。

こ
の
展
示
会
の
ほ
か
に
２
階
テ
ラ
ス
に
お
い
て
、

ブ
ラ
ン
デ
ィン
グ
部
会
の
新
作
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
の

Ｔ
シ
ャツ
な
ど
の
グ
ッ
ズ
販
売
は
大
好
評
。

な
お
私
山
本
は
今
回
ま
で
5
回
サ
ロン
の
支

配
人
を
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
回
で
そ

の
大
役
を
下
し
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
次
回
か
ら
は
池

内
宏
氏
（
Ｓ
33
卒
）
が
支
配
人

と
し
て
ま
た
新
た
な
海
原
会
サ

ロン
を
開
催
し
ま
す
。
海
原
会

サ
ロ
ン
は
交
流
の
場
で
も
あ
り

ま
す
。
知
って
る
人
も
知
ら
な

い
人
も
一
度
は
足
を
運
ん
で
見

に
来
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

（
支
配
人 

山
本
満
男　
記
）

層
の
厚
さ
を
実
感

海
城
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

毎
年
10
月
2
週
目
の
金
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
ゴルフ
大
会
。
最
高
の
秋
晴
れ
の
中
、
総
勢
78

名
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、第
三
回
を
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、海
原
会

へ
2
万
円
の
寄
付
を
送
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
事
を
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

昭
23
卒
の
土
井
先
輩
か
ら
平
17
卒
の
小
島
君
ま
で
、
そ
の
差
60
歳
！
こ
れ
だ
け
の
方
が々
集

う
海
原
会
の
伝
統
に
、
改
め
て
歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
次
回
大
会
は
平
成
27

年
10
月
9
日
（
金
）、
場
所
は
同
じ
東
武
藤
が
丘
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催
予
定
で
す
。
来

年
も
ま
た
皆
様
に
お
目
に
か
か
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

大
会
実
行
副
委
員
長　
昭
57
卒　
荒
尾
純
平

年齢差60歳！
　　　78人が参加

今
年
で
21
回
目
と
な
り

歴
史
の
長
さ
を
感
じ
る
。
開

演
30
分
前
か
ら
入
場
受
付
が

始
ま
っ
た
が
、
一
般
の
人
た
ち

に
混
ざ
っ
て
制
服
姿
の
女
子

校
生
の一
団
が
あ
っ
た
り
し
て
、

た
ち
ま
ち
長
蛇
の
列
が
で
き

た
。
こ
こ
数
年
、
１
０
０
０
名
を
超
え
る
入
場
者

が
あ
って
人
気
が
出
て
い
る
よ
う
だ
。

会
場
の
中
は
運
営
サ
ポ
ー
ト
の
お
母
様
方
や
、

学
生
た
ち
と
そ
の
友
人
、
Ｏ
Ｂ
会
員
や
そ
の
家
族

と
各
年
齢
層
の
人
た
ち
が
混
じ
る
が
全
体
的
に

は
若
い
人
が
目
立
つ
。

演
奏
は
第
1
部
が
ア
メ
リ
カ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
や
海

兵
隊
な
ど
海
に
関
し
た
ク
ラ
シッ
ク
な
曲
が
選
ば

れ
た
。
第
2
部
は
、服
装
も
学
生
服
か
ら
カ
ラ
フル

な
半
袖
シャツ
に
変

え
て
、映
画
音
楽
を

テ
ーマに
演
奏
、
軽

妙
な
司
会
者
コン
ビ

で
進
め
ら
れ
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
曲
の

後
は
校
歌
演
奏
で

お
開
き
と
な
っ
た

が
、
大
変
に
素
晴

ら
し
い
演
奏
だ
っ
た
。
学
年
別
の
紹
介
が
あ
り
、

中
2
か
ら
高
3
ま
で
の
5
段
階
の
中
を
進
む
に
従

い
、
演
奏
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
い
か
れ
る
過
程

も
分
か
り
、
Ｏ
Ｂ
会
の
活
躍
も
含
め
て
層
の
厚
さ

を
感
じ
る
。
海
城
吹
奏
楽
団
に
は
海
原
会
の
毎

年
の
6
月
の
総
会
や
、7
月
の
野
球
部
都
予
選
応

援
で
校
歌
を
歌
う
喜
び
を
味
わ
せ
て
頂
い
て
い
る
。

演
奏
が
年
々
向
上
し
て
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
って

い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。　

（
石
原
長
夫
）

2



3

高
校
野
球
応
援

目
指
せ
甲
子
園
！

医
業
会

懇
親
会
を
予
定

医
業
会
は
、
現
在
会
員
数
は
27

名
で
す
。
12
月
６
日
に
第
二
回
の
会

合
を
開
催
し
ま
す
。
今
後
は
、
年

に
１
～
2
回
の
親
睦
会
を
重
ね
て
、

会
員
相
互
の
連
携
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、海
城
の
生
徒
に
対
す
る
講

話
（
医
療
界
の
話
や
、医
者
と
し
て

の
仕
事
の
話
な
ど
な
ど
）や
海
原
会

の
皆
様
か
ら
の
医
療
に
係
る
相
談

事
に
対
応
す
る
な
ど
、可
能
な
イ
ベ

ン
ト
を
模
索
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
医
業
界
で
活
躍
す
る
皆
様
、

新
規
会
員
を
募
集
し
て
ま
す
。
海

原
会
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
か
ら
連
絡
く
だ

さ
い
。　

 （
Ｓ
41
卒　
小
吹　
優
）

職
場
見
学
会
を
実
施
、
大
井
競
馬

場
で
実
践
的
な
競
馬
講
義
を
し
て

も
ら
っ
た
。
参
加
者
に
は
競
馬
が

初
め
て
と
い
う
人
も
お
り
メ
デ
ィ

ア
会
な
ら
で
は
の
体
験
を
喜
ぶ
声

も
あ
っ
た
。
9
月
海
原
会
サ
ロ
ン

に
合
わ
せ
て
懇
親
会
を
行
い
お
よ

そ
15
人
が
集
い
近
況
報
告
、
情
報

交
換
を
し
ま
し
た
。
来
年
1
月
31

日
（
土
）に
は
学
園
カ
フェテ
リ
ア
で

第
三
回
総
会
・
懇
親
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
入
会
希
望
の
方
は
海

原
会
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
、海
原
メ
デ
ィ
ア

会
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
か
ら
連
絡
く
だ
さ

い
。　
　
　
（
Ｈ
10
卒　
松
下
憲
一
）

今
年
7
月

31
日
（
木
）、

第
１
回
勉
強

会
及
び
懇
親

会
を
開
催
し

た
。

ま
ず
勉
強
会
は
、
衆
議
院
第
二
議

員
会
館
の
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
内
容
は
、「
政
治
を
科
学
す

る
」
の
タ
イ
ト
ル
で
宮
沢
会
長
が
講
演
。

宮
沢
会
長
は
も
と
も
と
脳
外
科
医
で

あ
る
こ
と
か
ら
、そ
の
経
験
を
踏
ま
え

た
講
演
内
容
と
な
って
お
り
、大
変
興

味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

勉
強
会
の
後
に
は
、赤
坂
駅
周
辺
の

お
店
に
て
懇
親
会

を
開
催
。
懇
親
会

で
は
、お
互
い
の
仕

事
の
話
や
身
の
上

に
関
す
る
話
を
す
る
な
ど
、
話
題
は

多
岐
に
わ
た
っ
た
。
普
通
は
知
る
こ

と
の
で
き
な
い
内
容
も
含
ま
れ
て
い
て
、

面
白
い
と
感
じ
た
。

今
後
は
、
忘
年
会
又
は
新
年
会
を

開
催
す
る
予
定
の
ほ
か
、年
１
回
の
定

例
総
会
を
２
月
に
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。

海
志
会
で
は
、
随
時
会
員
を
募
集

中
で
あ
る
。
本
会
への
入
会
を
ご
希
望

の
方
は
、海
原
会
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
の
「
海

原
会
への
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
連
絡
」

か
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
の

際
、必
ず
勤
務
先
を
ご
明
記
く
だ
さ
い
。

（
Ｈ
11
卒　
齊
藤
亮
輔
）

海
原
メ
デ
ィ
ア
会

特
別
授
業
や
職
場
見
学
会

今
年

も
那
須

海
城
の

生
徒
を

対
象
に

し
た
特

別
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
師

は
俳
優
の
溝
口
舜
亮
さ
ん
（
Ｓ
36

卒
）。
演
劇
の
基
礎
の
基
礎
と
も

い
え
る
身
体
を
使
って
の
表
現
や
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
生
徒
全
員
に

体
験
し
て
も
ら
っ
た
。
大
変
好
評

で
第
二
回
の
特
別
授
業
を
検
討
中
。

ま
た
8
月
に
は
現
役
競
馬
新
聞
記

者
の
田
所
直
喜
さ
ん
（
Ｓ
52
卒
）の

7
月
13
日
（
日
）
の
神
宮

第
二
球
場
で
行
わ
れ
た
日
大
一

高
戦
。
台
風
で
試
合
日
程
が

変
更
と
な
っ
た
も
の
の
、
多
く

の
Ｏ
Ｂ
が
応
援
に
駆
け
つ
け
た
。

試
合
は
、
結
局
5
回
コ
ー
ル

ド
負
け
と
な
り
、
海
城
球
児

の
夏
は
終
わ
っ
た
。
今
年
は

3
年
生
が
少
な
い
分
、多
く
の

1
･
２
年
生
が
大
舞
台
で
の

実
戦
経
験
を
積
む
こ
と
が
で

き
た
。　
　
（
広
報
委
員
会
）

野
球
部
出
身
で
あ
っ
て
も

な
く
て
も
母
校
の
活
躍
に
夢

を
託
す
る
人
は
多
い
。
そ
ん

な
こ
と
も
あ
っ
て
か
本
試
合

の
み
な
ら
ず
練
習
試
合
に
も

足
を
運
ぶ
Ｏ
Ｂ
の
姿
が
増
え
て

い
る
。
今
年
は
高
校
野
球
選

手
権
東
東
京
大
会
直
前
に
は
、

選
手
保
護
者
と
野
球
部
Ｏ
Ｂ

が
激
励
会
を
開
き
、野
球
部
Ｏ

Ｂ
で
あ
る
徳
光
和
夫
海
原
会

会
長
が
「
今
日
の
自
分
に
明

日
は
克
て
」
と
書
い
た
色
紙
を

寄
せ
て
激
励
し
た
。

●
ベ
ト
ナ
ム

に
は
ハ
ノ
イ

と
ホ
ー
チ
ミ

ン
に
支
部
が

あ
る
。
ハ
ノ

イ
に
は
現
地

で
金
融
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
を
や
って
い
る
大
木
健

司
さ
ん
（
Ｈ
４
卒
）
が
い
る
。
ま
た
ホ
ー

チ
ミ
ン
の
梶
宏
光
さ
ん
（
Ｓ
37
卒
）
は
プ

ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
で
旅
行
会
社
を
営
ん
で
い

る
。
梶
さ
ん
の
手
引
き
で
常
夏
の
地
で

の
プ
レ
イ
を
楽
し
む
海
原
会
会
員
も
多

い
と
聞
く
。

●
カ
ン
ボ

ジ
ア
の

プ
ノ
ン
ペ

ン
に
は

海
原
会
員
3
名
が
い
る
。
支
部
長
の
岡

崎
宏
幸
さ
ん
（
H
3
卒
）
は
同
国
最
大

の
複
合
商
業
施
設
の
現
地
G
M
と
し
て
、

各
国
要
人
を
招
い
て
オ
ー
プン
式
典
を
開

い
た
。

●
タ
イ
の
バン
コ
ク
は
世
界
で
も
っ
と
も

海
城
O
B
の
多
い
都
市
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
タ
イ
と
日
本
を
仕
事
で
往
復
す

る
人
も
多
く
、
8
月
に
は
西
山
光
生
さ

ん
、堀
浩
さ
ん
（
共
に
Ｓ
34
卒
）が
バンコ

ク
に
赴
い
た
際
に
は
バン
コ
ク
支
部
の
宮

本
裕
一
郎
（
Ｈ
7
卒
）さ
ん
等
と
会
食
を

さ
れ
た
。バンコ
ク
の
日
本
人
コ
ミュニ
テ
ィ

は
連
絡
が
密
な
こ
と
も
あ
り
、
海
城
の

先
生
が
学
校
説
明
に
訪
れ
た
と
いっ
た
情

報
は
逐
一
海
城
Ｏ
Ｂ
の
耳
に
入
って
く
る

よ
う
で
あ
る
。

●
ア
メ
リ
カ
で
は
ロ
ス
支
部
に
宮
田
稔
𠀋

さ
ん
（
Ｓ
45
卒
）が
い
る
。
U
C
L
A
で

学
ぶ
鈴
木
健
弘
さ
ん
と
大
畑
統
之
さ
ん

（
共
に
Ｈ
17
卒
）
が
学
校
説
明
で
ロ
ス
に

訪
れ
た
中
田
教
頭
と
古
賀
喜
憲
理
事
長

補
佐
（
H
1
卒
）
と
会
食
を
さ
れ
た
と

の
こ
と
。

●
ヨ
ー
ロッ
パ
に
は
明
確
な
支
部
と
い
う

も
の
は
な
い
も
の
の
、
ロン
ド
ン
・
パ
リ
・

デュッセ
ル
ド
ル
フ
を
中
心
に
多
く
の
海
城

O
B
が
駐
留
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、ド

イ
ツ
に
は
居
住
し
て
長
い
海
城
O
B
が
い

て
、支
部
を
作
る
動
き
が
あ
る
や
に
聞
い

て
い
る
。

（
広
報
委
員
会　
国
井
信
男
）

海
外
支
部
報
告

海
城
Ｏ
Ｂ
は
世
界
中
で
活
躍

海
外
支
部
報
告

海
城
Ｏ
Ｂ
は
世
界
中
で
活
躍

は
、
証
人
役
の
山
口
進

一
郎
先
生
（
英
語
科
）

と
被
告
人
役
の
福
島

俊
和
先
生
（
社
会
科
）

に
対
し
丁
々
発
止
の
活

発
な
尋
問
を
行
い
、
そ

の
熱
気
は
満
員
の
会
場

を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
約
２
ヶ
月
の
短

い
準
備
期
間
な
が
ら
学

生
は
周
到
に
準
備
を
し
、
そ
の
結
果
が

本
番
の
成
功
に
繋
が
っ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
今
回
の
模
擬
裁
判
は
学
生
及
び
父

兄
に
士
業
の
魅
力
を
伝
え
、
更
な
る
本

校
の
発
展
に
寄
与
す
る
素
晴
ら
し
い
イ
ベ

ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。
我
々
海
原
士
業

会
と
し
て
は
こ
れ
以
降
も
同
様
の
イ
ベン

ト
を
行
って
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
Ｈ
9
卒　

堀
口
雅
則
・
弁
護
士
）

去
る
９
月
14
日
（
日
）
海

城
祭
２
日
目
に
学
園
内
講
堂

に
お
い
て
、
海
原
士
業
会
の

中
山
泰
章
会
員
（
Ｓ
61
卒
）

が
中
心
と
な
り
、
同
会
員
が

所
属
す
る
東
京
弁
護
士
会

法
教
育
セン
タ
ー
の
ご
協
力
の
も
と
、
現

役
高
校
生
に
よ
る
模
擬
裁
判
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生
は
そ
れ
ぞ

れ
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
人
役
に
別

れ
、
用
意
さ
れ
た
傷
害
致
死
事
件
の
シ

ナ
リ
オ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、約
２
時
間

に
わ
た
って
冒
頭
手
続
か
ら
判
決
言
渡

に
至
る
ま
で
の
訴
訟
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
特
に
証
人
尋
問
と
被
告
人
質
問
で

海
原
士
業
会

模
擬
裁
判
を
開
く

海
原
士
業
会

模
擬
裁
判
を
開
く

初
の
勉
強
会
を
開
催

海
志
会

初
の
勉
強
会
を
開
催

海
志
会



本年度の海原会総会は6月14日（土）に母校海城学園の講堂で開催さ
れた。昭和4年卒から平成26年卒まで約３００名が出席し、会計報告や
議事のあとには卒業年度表彰や吹奏楽団の演奏などもりだくさん。そ
の後はカフェテリアに場を移し懇親会で大いに盛り上がった。

間
の
ギ
ャッ
プ
を
き
ち
っ
と
融
合
で
き

る
の
が
海
原
会
で
す
し
、今
後
の
海
原

会
の
課
題
で
も
あ
る
と
思
って
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
感
性
世
代
の
若
い

人
た
ち
に
ド
ン
ド
ン
海

原
会
に
出
て
頂
い
て
、

徐
に々
世
代
交
代
し
て

行
く
、そ
し
て
出
来
れ

ば
温
故
知
新
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、温
故
起
新
、古

き
を
訪
ね
て
新
し
き
を
起
こ
す
、こ
う

いっ
た
形
で
海
原
会
が
進
む
と
良
い
と

思
って
お
り
ま
す
。
私
自
身
、い
ま
や

73
歳
で
し
て
、「
誕
生
日
ロ
ウ
ソ
ク
消
し

て
、立
ち
眩
み
」
で
す
。

海
原
会
は
同
窓
会
、Ｏ
Ｂ
会
で
あ
り
、

分
け
隔
て
な
く
話
が
出
来
る
、そ
れ
が

海
原
会
の
良
さ
で
あ
り
ま
す
。
も
う

一つ
は
若
い
人
達
の
交
流　

異
業
種
と

の
交
流
を
も
ち
ま
し
て
広
が
って
ゆ
く
、

そ
う
いっ
た
こ
と
も
海
原
会
の
役
割
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
海
原
会
と
い

う
場
を
ご
利
用
頂
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
海
原
会
は
お
互
い
に
話
が
で
き
る
、

そ
れ
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

が
、
便
利
に
な
っ
た
分
、
会
話
が
減
り

ま
し
た
。
い
う
な
ら
ば
理
性
世
代
と

感
性
世
代
の
二
極
化
が
す
す
ん
で
き

た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
って

お
り
ま
す
。
会
社
に
お
い
て
理
性
世

代
の
上
司
と
感
性
世
代
の
若
者
が
同

居
し
て
い
ま
す
。
海
原
会
に
お
い
て
も

そ
う
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
いっ
た
世
代

今
日
は
お
暑
い
中
、こ
の
海
原
会
総

会
に
沢
山
の
皆
さ
ん
が
お
集
ま
り
頂

き
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
１
０
２
歳
に
な
ら
れ
る
清

水
先
輩
か
ら
、
本
年
学
園
を
卒
業
さ

れ
た
平
成
26
年
卒
業
生
の
皆
さ
ん
ま

で
集
い
、
海
原
会
の一
員
と
い
た
し
ま

し
て
、
海
城
と
い
う
学
び
舎
で
の
思
い

出
を
共
有
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
ご

承
知
の
通
り
母
校
、
海
城
学
園
は
平

成
28
年
に
い

よ
い
よ
創
立

1
2
5
周
年

を
迎
え
ま
す
。

こ
の
1
2
5

周
年
に
向
け
ま
し
て
は
学
園
も
い
ろ

い
ろ
と
計
画
を
進
め
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
海
原
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
何

か
学
校
に
御
礼
を
し
た
い
と
思
って
お

り
ま
す
。
良
い
ア
イ
デ
ア
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
ぜ
ひ
、お
寄
せ
下
さ
い
。

私
が
母
校
を
卒
業
し
て
55
年
経

過
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
間
の
世
間

の
変
化
は
明
治
維
新
と
も
比
べ
て
劣

ら
な
い
く
ら
い
に
日
本
列
島
は
大
き

く
変
化
い
た
し
ま
し
た
。
時
代
が
ス

ピ
ー
ド
化
し
て
便
利
に
な
っ
た
の
で
す

収入の部 平成25年度予算 平成25年度決算 平成26年度予算 備考
永年会費 2,610,000 2,009,000 2,250,000 75名
年度会費 900,000 700,000 780,000 250名
入会金 3,750,000 2,689,685 2,760,000 276名
総会参加費 870,000 705,000 810,000 270名
その他収入 300,000 232,090 250,000 グッズ販売
寄付金 50,000 20,696 50,000
雑収入（利子） 5,000 151,427 10,000
合計 8,485,000 6,507,898 6,910,000

支出の部 平成25年度予算 平成25年度決算 平成26年度予算 備考
会議費 150,000 92,382 100,000
総会運営費 1,600,000 1,156,960 1,100,000
会報印刷発送費 4,700,000 4,394,646 4,500,000 発送総数 1万8千名
会報編集費 200,000 133,146 150,000
通信費 100,000 135,636 100,000
クラス会補助 100,000 0 0
後援活動補助 200,000 200,000 200,000 吹奏楽団後援
慶弔費 30,000 3,790 20,000
振替手数料 60,000 54,210 40,000
賃借料 200,418 200,000 FAX・TEL
事務費 50,000 71,360 20,000
海原会賞 20,000 10,000 20,000 2名
総務費 50,000 13,250 10,000
広報活動費 100,000 23,087 10,000
ホームページ改定費 450,000 0 0
備品費 140,000 57,416 180,000
用品費 150,000 228,214 615,000
海城祭参加費 280,000 121,730 140,000
寄付金 0 10,000 10,000
修繕費 55,650 0
旅費交通費 0 10,980 0
通信費(グッズ販売） 7,120 0
法人税等 80,400 108,200 100,000
合計 8,410,400 7,088,195 7,515,000

前年度繰越金 13,515,372 13,515,372 12,935,075
当年度損益 74,600 -580,297 -605,000
次年度繰越金 13,539,972 12,935,075 12,330,075

平成25年度決算及び平成26年度予算
（平成25年4月1日〜平成27年3月31日） 単位=円

世
代
間
の
ギ
ャッ
プ
を
超
え
て
融
合 

海
原
会
会
長

徳
光
和
夫

4

本年度の海原会総会は6月14日（土）に母校海城学園の講堂で開催さ
れた。昭和4年卒から平成26年卒まで約３００名が出席し、会計報告や
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第93回人
材
は
母
校
の
宝 

海
原
会
の
活
動
に
期
待 

理
事
長　

古
賀
喜
博

会
、さ
ら
に
海
外
海
原
会
。
海
原
会
サ

ロン
、ゴル
フ
会
や
見
学
会
な
ど
、こ
れ

ら
す
べて
の
活
動
が
海
原
会
の
発
展
に

つ
な
が
り
、
ま
た
素
晴
ら
し
い
人
材
の

発
見
の
き
っか
け
に
な
る
も
の
と
期
待

を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。
海
原
会
は
人

材
の
宝
庫
で
あ
り
、そ
し
て
人
材
は
母

校
の
宝
で
す
。
学
園
の
さ
ら
な
る
発

展
の
起
爆
剤
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
海

原
会
の
力
強
い
活
動
に
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

さ
て
母
校
は
平
成
23
年
度
よ
り
高

校
生
募
集
を
取
り
や
め
、中
高
完
全
一

貫
の
学
校
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は

生
徒
数
約
1
9
0
0
名
で
す
が
平
成

28
年
度
に
は
各
学
年
八
ク
ラ
ス
編
成

が
完
成
し
ま
す
。
そ
し
て
毎
年
三
十

名
の
帰
国
生
を
迎
え
入
れ
て
来
た
結

果
と
し
て
、
約
一
割
の
生
徒
が
海
外
生

活
を
経
験
し
て
来
た
生
徒
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
平
成
2
年
以
来
継
続
し

て
追
求
し
て
き
た
グ
ロ
ー
バル
教
育
の

一
環
で
あ
り
、将
来
に
向
かって
さ
ら
に

推
進
し
、
時
代
の
最
先
端
を
走
って
ゆ

き
た
い
も

の
で
す
。

次
に
創

立
１
２
５

周
年
記
念
の
建
設
工
事
で
す
が
、理
科

館
を
中
心
に
リ
ニュー
ア
ル
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
現
在
基
本
計
画
策
定
中

で
あ
り
平
成
28
年
度
着
工
、
30
年
度

完
成
の
予
定
で
す
。
計
画
内
容
が
定

ま
り
ま
し
た
ら
な
ら
ば
報
告
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
海
城

に
学
ぶ
生
徒
、将
来
の
海
原
会
員
の
た

平
成
26
年
度
海
原
会
総
会
の
開
催

に
あ
た
り
ご
盛
会
を
心
よ
り
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
こ
の
よ
う

に
多
数
の
同
窓
の
方
々
が
母
校
に
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
海
原
会
は
年

を
追
って
ま
す
ま
す
発
展
を
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
同
窓
会
や
Ｏ
Ｂ
会
、
湘
南

海
原
会
に
代
表
さ
れ
る
地
域
海
原
会
、

士
業
会
や
医
業
会
等
の々
業
界
海
原

国
際
社
会
に
通
用
す
る
日
本
人
を
育
て
る 

校
長　

水
谷　
弘

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
本
校
発
展
の
た
め

に
生
徒
の
充
実
し
た
生
活
と
将
来
に

わ
た
る
希
望
の
実
現
の
た
め
に
、
努
力

し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
さ

て
本
校
は
23
年
度
入
試
か
ら
高
校
か

ら
の
生
徒
募
集
を
停
止
し
、中
学
か
ら

1
学
年
8
学
級
、
定
員
３
２
０
名
（
一

般
入
試
2
9
0
名
、
帰
国
生
入
試
30

名
）に
致
し
ま
し
た
。
今
春
、完
全
6

年
一
貫
教
育
校
と
し
て
初
め
て
の
卒
業

生
を
世
に
送
り
出
し
ま
し
た
。
去
年

よ
り
1
0
0
名
ほ
ど
卒
業
生
が
少
な

く
、
大
学
合
格
数
の
減
少
を
心
配
さ

れ
た
向
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、東
大
は

じ
め
国
公
立
大
学
の
合
格
者
数
は
ほ

ぼ
昨
年
並
み
で
早
速
良
い
効
果
が
現

れ
は
じ
め
ま
し
た
。

閉
塞
感
の
漂
う
国
際
社
会
で
は
情

熱
が
あ
り
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
ション
能
力

に
長
け
、
決
断
力
の
あ
る
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
の
と
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

観
点
を
鑑
み
、よ
り
一
層
21
世
紀
の
国

際
社
会
に
通
用
す
る
日
本
人
を
育
て

て
い
か
な

け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

完
全
6
年

一
貫
教
育
を
実
施
す
る
中
で
建
学
の

精
神「
国
家
・
社
会
に
有
為
な
人
材

を
育
成
す
る
」に
立
つ
教
育
を
盤
石

な
も
の
に
し
て
ま
い
ろ
う
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
海
原
会
の
諸
先
輩
の
お
知

恵
を
お
か
り
し
て
進
め
て
ま
い
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
本
日
は
お
招
き
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

め
で
も
あ
り
ま
す
の
で一
層
の
御
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

海
原
会
の
皆
さ
ま
平
成
26
年
度
海

原
会
定
期
総
会
の
開
催
、誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
、皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
先
輩
と
し
て
本
校
の

教
育
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
非
力

5
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昨
年
の
秋
、
海
原
士
業
会
の
懇
親
会
の

席
上
、山
本
健
一さ
ん(

Ｓ
57
卒)

は
弁
護
士

か
ら
裁
判
官
に
転
身
す
る
こ
と
を
報
告
さ

れ
た
。「
お
ぉ
」
と
歓
声
を
上
げ
る
士
業
会

の
会
員
一
同
。
弁
護
士
か
ら
裁
判
官
への
転

身
は
狭
き
道
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
士
業
の

面
が々
一
番
分
かって
い
た
の
だ
っ
た
。

 

山
本
さ
ん
は
高
校
受
験
で
海
城
に
入
学
。

弟
さ
ん
2
人
も
海
城
高
校
Ｏ
Ｂ
だ
。

中
学
か
ら
司
法
め
ざ
す

そ
も
そ
も
司
法
の
世
界
に
興
味
を
持
っ

た
の
は
中
学
1
年
の
と
き
の
ロッ
キ
ー
ド
事

件
だ
っ
た
。
前
の
首
相
が
逮
捕
さ
れ
る
と
い

う
大
き
な
出
来
事
を
目
に
し
た
の
が
き
っか

け
だ
と
い
う
。
大
学
は
い
く
つ
か
の
学
部
に

合
格
し
た
が
迷
わ
ず
法
学
部
へ
。
卒
業
後

は
司
法
浪
人
と
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が

ら
受
験
勉
強
を
続
け
た
。
途
中
で
バ
ブ
ル
が

崩
壊
し
就
職
の
口
が
狭
く
な
って
い
き
心
細

い
も
の
を
感
じ
る
と
き
も
あ
っ
た
が
見
事
司

法
試
験
に
合
格
。
研
修
の
際
に
は
裁
判
官

の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
た
が
、
結
局
弁
護
士

に
な
っ
た
。「
日
本
で
は
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム

な
の
で
若
い
人
ほ
ど
裁
判
官
に
な
り
や
す
い
。

合
格
ま
で
に
年
数
を
要
し
た
自
分
に
は
難
し

い
と
判
断
し
た
」と
山
本
さ
ん
。

弁
護
士
時
代
に
は
刑
事
事
件
の
弁
護
が

多
く
、
誰
も
が
知
って
い
る
で
あ
ろ
う
新
聞

を
賑
わ
し
た
事
件
や
、裁
判
員
裁
判
な
ど
に

も
関
わ
っ
た
。
ま
た
、２
０
１
１
年
に
は
小
沢

一
郎
氏
の
い
わ
ゆ
る
陸
山
会
事
件
の
強
制
起

訴
で
検
察
官
役
の
指
定
弁
護
士
を
務
め
た
。

仕
事
の
幅
を
広
げ
る
中
で
、
東
京
地
方

裁
判
所
で
非
常
勤
裁
判
官
を
4
年
間
務
め

た
。
正
式
に
は
民
事
調
停
官
と
い
い
、裁
判

官
の
代
わ
り
に
調
停
委
員
と
と
も
に
紛
争

の
解
決
を
図
る
仕
事
だ
。
こ
の
と
き
に
裁

判
官
の
立
場
を
経
験
し
た
こ
と
が
き
っか
け

で
裁
判
官
の
道
を
選
択
し
た
。
い
わ
ば
目

指
す
原
点
に
戻
っ
た
わ
け
だ
。

心
の
修
行
が
宝
物
に

民
事
調
停
官
や
裁
判
官
の
仕
事
で
弁
護

士
の
経
験
が
生
き
て
い
る
の
か
と
尋
ね
る
と
、

紛
争
の
和
解
の
と
き
に
生
き
る
と
い
う
人
も

い
る
よ
う
だ
が
山
本
さ
ん
は
特
に
感
じ
な
い

と
い
う
。
そ
れ
よ
り
も
、
弁
護
士
時
代
に
い

ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ
っ
た
心
の
修
行
が
宝
物

な
の
だ
そ
う
だ
。
日
頃
か
ら
紛
争
を
解
決

す
る
た
め
に
当
事
者
や
代
理
人
の
間
に
立

つ
と
い
う
裁
判
官
の
職
務
か
ら
は
に
わ
か
に

は
信
じ
が
た
い
の
だ
が
、
裁
判
官
の
中
に
は

ち
ょっ
と
し
た
こ
と
で
も
感
情
的
に
な
る
人

が
い
る
ら
し
い
。

「
裁
判
官
も
人
間
で
す
。
そ
れ
に
、
裁
判

所
は
堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
け
ど
、
こ
れ
ほ

ど
オ
ー
プ
ン
な
役
所
は
な
い
し
，
裁
判
ほ
ど

オ
ー
プン
な
制
度
は
な
い
ん
で
す
よ
。誰
だ
っ

て
裁
判
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
し
，
誰

だ
って
裁
判
所
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

傍
聴
って
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
裁
判
は

密
室
で
や
って
は
い
け
な
い
し
、
来
る
人
を

選
ぶ
な
ん
て
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
な
の
で
，

い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ろ
い
ろ
な
立
場
で
来
る

の
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

ま
さ
に
目
か
ら
鱗
の
発
言
だ
が
、
確
か
に

そ
の
通
り
だ
。
銭
湯
な
ど
で
入
場
を
お
断

り
さ
れ
る
黒
い
服
の
方
々
も
裁
判
所
の
出
入

り
は
自
由
、と
い
う
か
、よ
く
い
らっし
ゃ
る

と
い
う
。
警
察
署
と
裁
判
所
は
悪
い
こ
と

を
し
て
い
な
く
て
も
近
寄
り
が
た
い
と
い
う

の
が
多
く
の
人
の
感
覚
だ
と
思
う
が
、
も
っ

と
多
く
の
人
に
裁
判
所
を
知
って
ほ
し
い
と

山
本
さ
ん
は
語
る
の
だ
っ
た
。

自
分
の
力
で
導
く
喜
び

任
官
し
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
。「
ま

だ
裁
判
官
の
な
り
立
て
。
何
で
も
や
って
経

験
を
積
ん
で
い
き
た
い
」
と
山
本
さ
ん
。

裁
判
官
と
し
て
白
黒
を
付
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
事
件
も
あ
る
の
だ
が
、
離
婚
な
ど

判
決
を
出
す
よ
り
和
解
の
方
が
ベ
タ
ー
と
思

わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
辺
で
和
解
か
な
、

と
い
う
と
き
に
両
者
が
歩
み
寄
り
、
落
と
し

ど
こ
ろ
が
見
つ
か
る
と
き
な
ど
は
う
れ
し
い
。

「
法
曹
は
世
の
中
の
い
ろ
い
ろ
な
事
件
や

普
通
で
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
世
界
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
か

そ
れ
以
上
の
こ
と
ば
か
り
。
そ
れ
を
自
分

の
力
で
解
決
の
方
向
へ
導
い
て
い
く
の
は
非

常
に
や
り
が
い
が
あ
る
。
法
曹
を
目
指
す

海
城
生
や
海
城
Ｏ
Ｂ
に
は
、
し
っか
り
勉
強

し
て
こ
ち
ら
の
世
界
に
是
非
来
て
ほ
し
い
」

山
本
さ
ん
か
ら
後
輩
への
メッセ
ー
ジ
だ
。

（
国
井
信
男　
記
）

人
生
百
年
、生
涯
学
習

日
本
公
認
会
計
士
協
会

東
京
会
相
談
役

加
藤
隆
之
さ
ん

か
と
う
た
か
ゆ
き
（
昭
和
13
年
卒
）

弁
護
士
か
ら
裁
判
官
に

異
例
の
転
身

山
本
健
一
さ
ん

や
ま
も
と
け
ん
い
ち
（
昭
和
57
年
卒
）

今
年
３
月
、加
藤
隆
之
さ
ん
は
93
歳
に
し

て
目
白
大
学
の
名
誉
経
営
学
博
士
号
を
取

得
し
ま
し
た
。
す
で
に
公
認
会
計
士
と
し

て
協
会
の
会
長
な
ど
の
要
職
を
務
め
る
ほ

ど
の
実
績
を
積
ん
で
き
た
人
が
今
な
ぜ
な

の
だ
ろ
う
と
伺
っ
て
み
る
と
「
会
計
監
査

制
度
に
関
す
る
理
論
的
研
究
は
日
本
で
は

ま
だ
誰
も
専
門
的
に
や
って
い
る
人
が
い
ま

せ
ん
。
目
白
大
学
に
こ
の
研
究
を
指
導
し

て
頂
け
る
先
生
が
い
ら
し
た
の
で
そ
こ
で
自

分
が
研
究
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
」
と
こ

と
も
な
げ
に
お
っ
し
ゃ
る
。
そ
れ
に
し
て
も

大
学
院
に
入
っ
た
時
は
す
で
に
88
歳
、
し
か

も
仕
事
を
続
け
な
が
ら
夜
大
学
院
に
通
い

自
宅
に
帰
って
深
夜
ま
で
勉
強
と
い
う
生
活

を
5
年
余
り
続
け
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

１
０
０
歳
ま
で
現
役

そ
こ
ま
で
加
藤
さ
ん
を
駆
り
立
て
る

も
の
は
何
な
の
か
。「
人
生
１
０
０
年
生

涯
学
習
と
い
う
の
が
私
の
信
念
な
の
で
す
。

１
０
０
歳
ま
で
現
役
で
勉
強
を
し
て
や
り
残

し
た
こ
と
は
も
う
な
い
と
終
わ
り
た
い
の
で

す
」。
加
藤
さ
ん
を
訪
ね
た
部
屋
の
机
に
は

符
箋
を
付
け
た
難
し
そ
う
な
本
や
原
稿
が

挟
ま
っ
た
本
が
積
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
手
書

き
の
メ
モ
に
は
「
監
査
公
準
の
研
究
」
と
あ

り
ま
す
。「
こ
れ
ま
で
の
研
究
や
発
表
し
た

論
文
を
ま
と
め
て
本
に
し
よ
う
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
１
０
０
歳
に
な
る
ま
で
に
は

出
版
し
た
い
。
あ
と
6
年
で
す
。
そ
れ
が

終
わ
っ
た
ら
あ
と
は
に
っ
こ
り
笑
って
さ
よ

な
ら
で
す
」

叩
き
込
ま
れ
た「
海
城
魂
」

も
と
も
と
負
け
ず
嫌
い
で
徹
底
的
に
や

ら
な
い
と
気
の
済
ま
な
い
性
格
だ
っ
た
と
い

う
加
藤
さ
ん
で
す
が
そ
の
性
格
に
輪
を
か

け
て
今
の
よ
う
な
強
固
な
も
の
に
し
た
の
は

「
中
学
で
叩
き
込
ま
れ
た
海
城
魂
」
だ
っ
た

と
い
い
ま
す
。「
男
だ
ろ
、
あ
き
ら
め
る
な
、

死
ぬ
ま
で
や
る
ん
だ
、
ト
ッ
プ
に
な
れ
って
。

と
に
か
く
厳
し
く
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
か
ら
」

加
藤
さ
ん
が
海
城
の
旧
制
中
学
に
入
学

し
た
の
は
満
州
事
変
か
ら
2
年
後
の
昭
和

8
年
。
四
年
生
の
時
に
は
２
・
26
事
件
に

遭
遇
し
て
い
る
。「
軍
一
色
で
し
た
。
女
の

子
と
手
を
つ
な
い
で
歩
け
な
い
。
殴
ら
れ
る

ん
で
す
。
青
春
な
ん
か
な
かっ
た
で
す
」
と

い
う
時
代
。
自
分
の
意
思
で
は
動
け
な
い
、

い
つ
赤
紙
が
く
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
雰

囲
気
が
漂
う
中
で
ス
ポ
ー
ツ
に
は
打
ち
込
ん

だ
と
い
い
ま
す
。「
海
城
の
代
表
で
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
の
陸
上
（
走
り
幅
跳
び
、
三
段
跳
び
、

短
距
離
走
）に
出
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

そ
れ
に
し
て
も
、
そ
の
こ
ろ
経
理
を
や
る

と
い
う
こ
と
は
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
と

言
い
ま
す
。「
軍
に
召
集
さ
れ
て
、そ
こ
で
た

ま
た
ま
募
集
が
あ
っ
た
経
理
部
の
幹
部
候

補
試
験
に
受
か
っ
た
の
で
す
。
あ
の
頃
は
戦

闘
部
隊
を
目
指
す
の
が
普
通
で
、経
理
部
は

1
人
だ
け
で
し
た
。
運
と
し
か
言
い
よ
う
が

な
い
で
す
」

人
の
10
倍
努
力
す
る

終
戦
後
帰
国
し
て
か
ら
は
軍
で
の
経
験

を
活
か
し
て
、
公
認
会
計
士
の
資
格
を
取
っ

て
会
計
事
務
所
を
開
設
、
同
時
に
大
学
に

復
学
、
仕
事
と
勉
強
を
両
立
さ
せ
て
修
士

を
修
め
、さ
ら
に
税
理
士
、
司
法
書
士
、
行

政
書
士
な
ど
弁
護
士
資
格
を
除
く
6
つ
の

国
家
資
格
を
取
得
す
る
な
ど
、
勉
強
と
努

力
の
日
々
を
続
け
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

「
一日
24
時
間
と
い
う
時
間
は
皆
同
じ
で

す
。
だ
か
ら
自
分
は
人
が
遊
ん
で
い
る
間
に

勉
強
し
て
、
人
が
寝
て
い
る
間
に
体
を
鍛
え

る
と
い
う
こ
と
を
ず
っ
と
続
け
て
来
ま
し
た
。

ど
ん
な
道
で
も
一
度
は
じ
め
た
ら
極
め
る
ま

で
、ト
ッ
プ
に
な
る
ま
で
や
ら
な
い
と
嫌
な
の

で
す
。
例
え
ば
空
手
と
か
合
気
道
と
か
大

概
の
人
は
初
段
を
取
っ
た
ら
や
め
て
し
ま
う

の
で
す
ね
、
私
は
50
年
今
も
続
け
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
最
高
位
を
も
ら
って
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
ゴル
フ
も
酒
も
や
め
ま
し
た
」

最
後
に
後
輩
た
ち
に
伝
え
た
い
メ
ッセ
ー

ジ
を
伺
う
と
「
い
く
ら
努
力
し
て
も
タ
イ
ミ

ン
グ
が
悪
か
っ
た
り
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で
報

わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
後
は
運
で

す
。
自
分
は
運
が
良
か
っ
た
と
し
か
言
い
よ

う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
自
分
は
人
の
10

倍
は
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
の

オ
リ
ン
ピッ
ク
の
時
私
は
１
０
０
歳
で
す
。
残

さ
れ
た
あ
と
6
年
余
り
最
後
ま
で
勉
強
で

す
。
こ
ん
な
先
輩
も
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と

を
知
って
も
ら
え
れ
ば
と
思
って
ま
す
」

（
小
西
洋
也　
記
、
写
真　
石
原
長
夫
）
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昨
年
の
秋
、
海
原
士
業
会
の
懇
親
会
の

席
上
、山
本
健
一さ
ん(

Ｓ
57
卒)

は
弁
護
士

か
ら
裁
判
官
に
転
身
す
る
こ
と
を
報
告
さ

れ
た
。「
お
ぉ
」
と
歓
声
を
上
げ
る
士
業
会

の
会
員
一
同
。
弁
護
士
か
ら
裁
判
官
への
転

身
は
狭
き
道
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
士
業
の

面
が々
一
番
分
かって
い
た
の
だ
っ
た
。

 

山
本
さ
ん
は
高
校
受
験
で
海
城
に
入
学
。

弟
さ
ん
2
人
も
海
城
高
校
Ｏ
Ｂ
だ
。

中
学
か
ら
司
法
め
ざ
す

そ
も
そ
も
司
法
の
世
界
に
興
味
を
持
っ

た
の
は
中
学
1
年
の
と
き
の
ロッ
キ
ー
ド
事

件
だ
っ
た
。
前
の
首
相
が
逮
捕
さ
れ
る
と
い

う
大
き
な
出
来
事
を
目
に
し
た
の
が
き
っか

け
だ
と
い
う
。
大
学
は
い
く
つ
か
の
学
部
に

合
格
し
た
が
迷
わ
ず
法
学
部
へ
。
卒
業
後

は
司
法
浪
人
と
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が

ら
受
験
勉
強
を
続
け
た
。
途
中
で
バ
ブ
ル
が

崩
壊
し
就
職
の
口
が
狭
く
な
って
い
き
心
細

い
も
の
を
感
じ
る
と
き
も
あ
っ
た
が
見
事
司

法
試
験
に
合
格
。
研
修
の
際
に
は
裁
判
官

の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
た
が
、
結
局
弁
護
士

に
な
っ
た
。「
日
本
で
は
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム

な
の
で
若
い
人
ほ
ど
裁
判
官
に
な
り
や
す
い
。

合
格
ま
で
に
年
数
を
要
し
た
自
分
に
は
難
し

い
と
判
断
し
た
」と
山
本
さ
ん
。

弁
護
士
時
代
に
は
刑
事
事
件
の
弁
護
が

多
く
、
誰
も
が
知
って
い
る
で
あ
ろ
う
新
聞

を
賑
わ
し
た
事
件
や
、裁
判
員
裁
判
な
ど
に

も
関
わ
っ
た
。
ま
た
、２
０
１
１
年
に
は
小
沢

一
郎
氏
の
い
わ
ゆ
る
陸
山
会
事
件
の
強
制
起

訴
で
検
察
官
役
の
指
定
弁
護
士
を
務
め
た
。

仕
事
の
幅
を
広
げ
る
中
で
、
東
京
地
方

裁
判
所
で
非
常
勤
裁
判
官
を
4
年
間
務
め

た
。
正
式
に
は
民
事
調
停
官
と
い
い
、裁
判

官
の
代
わ
り
に
調
停
委
員
と
と
も
に
紛
争

の
解
決
を
図
る
仕
事
だ
。
こ
の
と
き
に
裁

判
官
の
立
場
を
経
験
し
た
こ
と
が
き
っか
け

で
裁
判
官
の
道
を
選
択
し
た
。
い
わ
ば
目

指
す
原
点
に
戻
っ
た
わ
け
だ
。

心
の
修
行
が
宝
物
に

民
事
調
停
官
や
裁
判
官
の
仕
事
で
弁
護

士
の
経
験
が
生
き
て
い
る
の
か
と
尋
ね
る
と
、

紛
争
の
和
解
の
と
き
に
生
き
る
と
い
う
人
も

い
る
よ
う
だ
が
山
本
さ
ん
は
特
に
感
じ
な
い

と
い
う
。
そ
れ
よ
り
も
、
弁
護
士
時
代
に
い

ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ
っ
た
心
の
修
行
が
宝
物

な
の
だ
そ
う
だ
。
日
頃
か
ら
紛
争
を
解
決

す
る
た
め
に
当
事
者
や
代
理
人
の
間
に
立

つ
と
い
う
裁
判
官
の
職
務
か
ら
は
に
わ
か
に

は
信
じ
が
た
い
の
だ
が
、
裁
判
官
の
中
に
は

ち
ょっ
と
し
た
こ
と
で
も
感
情
的
に
な
る
人

が
い
る
ら
し
い
。

「
裁
判
官
も
人
間
で
す
。
そ
れ
に
、
裁
判

所
は
堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
け
ど
、
こ
れ
ほ

ど
オ
ー
プ
ン
な
役
所
は
な
い
し
，
裁
判
ほ
ど

オ
ー
プン
な
制
度
は
な
い
ん
で
す
よ
。誰
だ
っ

て
裁
判
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
し
，
誰

だ
って
裁
判
所
の
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

傍
聴
って
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
裁
判
は

密
室
で
や
って
は
い
け
な
い
し
、
来
る
人
を

選
ぶ
な
ん
て
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
な
の
で
，

い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ろ
い
ろ
な
立
場
で
来
る

の
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

ま
さ
に
目
か
ら
鱗
の
発
言
だ
が
、
確
か
に

そ
の
通
り
だ
。
銭
湯
な
ど
で
入
場
を
お
断

り
さ
れ
る
黒
い
服
の
方
々
も
裁
判
所
の
出
入

り
は
自
由
、と
い
う
か
、よ
く
い
らっし
ゃ
る

と
い
う
。
警
察
署
と
裁
判
所
は
悪
い
こ
と

を
し
て
い
な
く
て
も
近
寄
り
が
た
い
と
い
う

の
が
多
く
の
人
の
感
覚
だ
と
思
う
が
、
も
っ

と
多
く
の
人
に
裁
判
所
を
知
って
ほ
し
い
と

山
本
さ
ん
は
語
る
の
だ
っ
た
。

自
分
の
力
で
導
く
喜
び

任
官
し
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
。「
ま

だ
裁
判
官
の
な
り
立
て
。
何
で
も
や
って
経

験
を
積
ん
で
い
き
た
い
」
と
山
本
さ
ん
。

裁
判
官
と
し
て
白
黒
を
付
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
事
件
も
あ
る
の
だ
が
、
離
婚
な
ど

判
決
を
出
す
よ
り
和
解
の
方
が
ベ
タ
ー
と
思

わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
辺
で
和
解
か
な
、

と
い
う
と
き
に
両
者
が
歩
み
寄
り
、
落
と
し

ど
こ
ろ
が
見
つ
か
る
と
き
な
ど
は
う
れ
し
い
。

「
法
曹
は
世
の
中
の
い
ろ
い
ろ
な
事
件
や

普
通
で
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
世
界
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
か

そ
れ
以
上
の
こ
と
ば
か
り
。
そ
れ
を
自
分

の
力
で
解
決
の
方
向
へ
導
い
て
い
く
の
は
非

常
に
や
り
が
い
が
あ
る
。
法
曹
を
目
指
す

海
城
生
や
海
城
Ｏ
Ｂ
に
は
、
し
っか
り
勉
強

し
て
こ
ち
ら
の
世
界
に
是
非
来
て
ほ
し
い
」

山
本
さ
ん
か
ら
後
輩
への
メッセ
ー
ジ
だ
。

（
国
井
信
男　
記
）

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
ヨ
ガ

を
日
本
に
紹
介
し
た

ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

相
澤　

護
さ
ん

あ
い
ざ
わ
ま
も
る
（
昭
和
61
年
卒
）

渋
谷
、青
山
、大
阪
、伊
豆
高
原
に
ス
タ
ジ

オ
を
構
え
る
相
澤
護
さ
ん
は
、
日
本
を
代

表
す
る
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ひ
と
り
。

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
み
重
ね
た
末
に
出

会
っ
た
ヨ
ガ
を
、一
人
で
も
多
く
の
人
に
紹
介

し
た
い
と
い
う
思
い
を
胸
に
、
精
力
的
な
活

動
を
続
け
て
い
る
。

は
じ
ま
り
は
ク
ラ
ブ
経
営
の
成
功
と
断
念
か
ら

話
を
聞
く
た
め
に
訪
れ
た
の
は
、相
澤
さ

ん
が
運
営
す
る
渋
谷
の
ヨ
ガ
ス
タ
ジ
オ
。
山

手
線
を
右
手
に
見
な
が
ら
、
駅
か
ら
5
分

ほ
ど
歩
い
た
所
に
あ
っ
た
。「
本
当
に
、
僕

な
ん
か
で
い
い
ん
で
す
か
」と
、少
し
は
に
か

み
な
が
ら
迎
え
て
く
れ
た
相
澤
さ
ん
は
、中

学
、高
校
で
生
徒
会
長
を
務
め
た
人
。

高
校
卒
業
後
に
は
、中
学
時
代
に
は
じ
め

た
バン
ド
活
動
の
延
長
線
上
で
、レ
ゲ
エ
ク
ラ

ブ
の
経
営
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
経
営
も

波
に
乗
り
、「
い
ろ
い
ろ
な
人
が
集
ま
って
き

た
」
こ
と
で
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
つ
つ

あ
っ
た
が
、家
庭
の
事
情
か
ら
存
続
を
断
念
。

姉
夫
婦
が
ニュー
ヨ
ー
ク
に
在
住
し
て
い
た
こ

と
か
ら
渡
米
し
た
。

「
ア
メ
リ
カ
は
、
や
っ
ぱ
り
刺
激
が
多
かっ

た
で
す
。
本
場
の
音
楽
に
触
れ
る
こ
と
も

で
き
た
」
と
振
り
返
る
。
世
界
の
中
心
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
種
の
人
と
の
出
会
い
を
通

し
て
芽
生
え
た
の
が
、「
も
っ
と
沢
山
の
人
と

会
って
み
た
い
」と
い
う
思
い
だ
っ
た
。

ヨ
ガ
と
出
会
う

そ
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
に
目
指
し

た
の
が
、
フォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
し
か
し
、

「
現
実
は
な
か
な
か
厳
し
か
っ
た
」
た
め
、

理
想
に
最
も
近
い
と
思
っ
た
テ
レ
ビ
の
放
送

作
家
事
務
所
に
飛
び
込
ん
だ
。
そ
の
後
、

個
人
経
営
の
事
務
所
設
立
を
経
て
、
コマ
ー

シ
ャルの
制
作
プ
ロ
ダ
ク
ション
に
転
職
し
た
。

音
楽
、メ
デ
ィ
ア
業
界
を
歩
ん
で
い
た
相

澤
さ
ん
が
、ヨ
ガ
と
め
ぐ
り
逢
っ
た
の
は
、こ

の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
訪
れ
た
東
南
ア
ジ

ア
で
、
日
本
人
男
性
と
知
り
合
っ
た
こ
と
。

そ
の
男
性
が
、
有
名
な
ヨ
ガ
教
師
の
友
人

だ
っ
た
の
だ
。

「
ち
ょ
う
ど
、
日
本
で
も
有
酸
素
運
動
を

採
り
入
れ
た
ヨ
ガ
が
、
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
って
い
た
時
期
だ
っ
た
の
で
、レン
タ
ルス
タ

ジ
オ
を
借
り
て
ヨ
ガ
の
レ
ッ
ス
ン
を
は
じ
め

た
」と
い
う
。

２
０
０
２
年
に
、個
人
プロ
ジェク
ト
と
し
て

「tokyo-yoga.com

」
を
開
始
。『Live &

 

Peace YOGA

』
を
掲
げ
て
、
ヨ
ガ
の
普
及

を
目
的
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジェク
ト

を
展
開
。２
０
１
２
年
に
は
、米
国
版「Yoga 

Journal

誌
」で
、
は
じ
め
て
の
〝
日
本
人
ヨ

ガ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
〟
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
ま

で
に
な
って
い
た
。

す
べ
て
の
経
験
が
、い
ま
に
つ
な
が
る

世
界
に
知
ら
れ
る
ヨ
ガ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と

な
っ
た
相
澤
さ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
ヨ
ガ
の
知

識
は
豊
富
だ
。「
ヨ
ガ
と
い
う
と
、
独
得
の

ポ
ー
ズ
を
と
っ
た
り
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
け
ど
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
ほ
と

ん
ど
体
を
動
か
さ
な
い
哲
学
的
な
ヨ
ガ
や
、

ア
ッ
プ
ル
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
が
取
り

入
れ
た
こ
と
で
有
名
な
瞑
想
（
メ
デ
ィ
テ
イ

ション
）
を
中
心
に
し
た
ヨ
ガ
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
流
派
の
ヨ
ガ
が
世
界
に
は
存
在
」
し
て

い
る
そ
う
だ
。

話
に
耳
を
傾
け
て
い
る
と
、肉
体
や
哲
学

や
呼
吸
法
や
い
ろ
い
ろ
な
知
識
が
溢
れ
出

し
て
く
る
。
な
る
ほ
ど
、
イ
ン
ド
発
祥
の
ヨ

ガ
は
、
非
常
に
奥
が
深
い
。
奥
深
い
だ
け
に
、

そ
の
場
で
理
解
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し

かっ
た
。
も
し
、ヨ
ガ
に
つ
い
て
、
興
味
を
お

持
ち
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
ら
、
相

澤
さ
ん
の
ヨ
ガ
ス

タ
ジ
オ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.tokyo-

yoga.com
/

）
を

覗
い
て
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
。

海
城
高
校
を

卒
業
し
て
か
ら
、

ク
ラ
ブ
経
営
を

は
じ
め
、
メ
デ
ィ

ア
や
コマ
ー
シ
ャ
ル
業
界
で
得
た
知
識
や
経

験
が
、ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活
躍

す
る
相
澤
さ
ん
の
現
在
に
つ
な
が
って
い
る
。

相
澤
さ
ん
は
い
う
。「
人
生
って
、
好
き

な
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。
自
分
の
壁
は
自
分
で
は
分
か
ら
な

い
し
、
将
来
ど
う
な
る
か
な
ん
て
頭
で
考
え

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
社
会
に
参
加

し
た
り
、ア
ク
ション
を
起
こ
す
こ
と
で
、自

分
が
必
要
と
思
う
も
の
、
自
分
が
必
要
と

さ
れ
る
こ
と
が
分
か
って
く
る
は
ず
で
す
」

と
。
相
澤
さ
ん
は
、
ま
だ
先
に
あ
る
頂
上

を
目
指
し
て
歩
み
続
け
て
い
る
よ
う
に
み

え
た
。　
　
　
　
　　

（
大
町 

一 

夫　

記
）
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追悼高倉健昭
和
24
年
卒　

泊　

懋

エ
ッ

セー
＆コラ

ム

以
前
「
海
城
人
」で
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
元
東

映
ア
ニ
メ
ー
シ
ョン
会
長
の
泊　

懋
さ
ん
は
高
倉
健

の
デ
ビュー
映
画
作
品
に
立
会
って
以
来
、高
倉
健
さ

ん
と
深
い
親
交
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
対
談
で
高

倉
健
さ
ん
と
の
出
会
い
と
思
い
入
れ
に
つ
い
て
語
って

い
ま
し
た
。
以
下
そ
の
抜
粋
で
す
。

高
倉
健
さ
ん
の
訃
報
に
接
し
て
、泊
さ
ん
は
「
僕

の
中
で
は
健
さ
ん
は
死
ん
で
な
い
。
心
の
中
に
生
き

て
い
る
。
忘
れ
な
い
」と
語
って
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

(

小
西
）

昭
和
30
年
に
東
映
に
入
社
し
て
、
私
は
助
監
督

を
希
望
し
て
大
泉
の
東
京
撮
影
所
に
配
属
に
な
り

ま
し
た
。
初
め
て
現
場
に
出
た
の
が
「
電
光
空
手

打
ち
」と
い
う
映
画
で
、
こ
れ
が
高
倉
健
の
デ
ビュー

作
で
し
た
。
健
さ
ん
の
前
で
カ
チ
ン
コ
を
叩
い
て
私

の
映
画
人
生
は
始
ま
り
ま
し
た
。

健
さ
ん
も
私
の
カ
チ
ン
コ
で
初
め

て
芝
居
を
し
て
役
者
人
生
が
始

ま
っ
た
訳
で
、
こ
れ
だ
け
が
私
の

自
慢
で
す
。
健
さ
ん
は
そ
の
後

「
網
走
番
外
地
」が
大
ヒ
ッ
ト
し
、

「
唐
獅
子
牡
丹
」
も
ブ
レ
ー
ク
し

て
大
ス
タ
ー
に
な
っ
て
行
く
ん
で

す
ね
。
や
が
て
東
映
を
離
れ
て

大
作
に
出
演
し
て
見
事
な
男
を

演
じ
て
行
き
ま
す
。

そ
の
後
私
は
テ
レ
ビ
制
作
の
仕

事
に
移
り
映
画
か
ら
離
れ
て
い

た
の
で
す
が
、
東
映
に
副
社
長
で

戻
っ
た
頃
健
さ
ん
と
再
会
し
ま
し

た
。
そ
の
時
に
私
は
健
さ
ん
の
前

で
カ
チ
ン
コ
叩
い
て
映
画
人
生
が
始
ま
っ
た
の
だ
か

ら
最
後
も
健
さ
ん
の
前
で
カ
チ
ン
コ
を
打
っ
て
そ
れ

で
辞
め
よ
う
と
ず
ー
と
思
って
い
た
ん
だ
。
そ
う
言

い
ま
し
た
。「
僕
が
出
て
、泊
さ
ん
が
フ
ァ
ー
ス
ト
カ
ッ

ト
の
カ
チ
ンコ
打
って
、
そ
の
映
画
は
当
た
る
ね
。
ぞ

く
ぞ
く
し
て
き
た
よ
」
健
さ
ん
は
そ
う
言
って
く
れ

た
ん
で
す
。
そ
の
翌
年
に
「
ぽ
っ
ぽ
や
」
が
決
ま
り

ま
し
た
。
健
さ
ん
が
20
年
ぶ
り
に
東
映
に
戻
って
来

た
ぞ
と
、撮
影
所
は
沸
き
立
ち
ま
し
た
。

男
の
約
束

そ
の
時
私
は
東
映
ア
ニ
メ
の
社
長
を
務
め
て
い
た

の
で
す
が
、
健
さ
ん
と
の
男
の
約
束
を
果
た
し
に
本

業
を
さ
ぼ
って
健
さ
ん
登
場
の
フ
ァ
ー
ス
ト
カ
ッ
ト
を

打
ち
に
北
海
道
滝
川
の
現
場
に
向
か
い
ま
し
た
ね
。

前
の
晩
は
羽
田
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
って
カ
チ
ン
コ
の
片

手
打
ち
の
練
習
を
何
十
回
も
や
って
。

１
月
15
日（
平
成
11
年
）厳
寒
の
北
海
道
で
す
が
、

熱
い
思
い
出
で
す
。
健
さ
ん
は「
カ
チ
ンコ
が
鳴
り
響

い
た
よ
」
と
駆
け
寄
って
き
て「
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
握

手
を
し
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。
健
さ
ん
か
ら
宝
物
の

よ
う
な
手
紙
を
も
ら
い
ま
し
た
。「
泊
ち
ゃ
ん
の
カ

チ
ン
コ
か
ら
気
を
貰
っ
て「
ぽ
っ
ぽ
や
」

は
完
成
し
ま
し
た
。
役
者
は
気
を
貰

う
こ
と
が
本
当
に
大
切
な
ん
で
す
。
忘

れ
ま
せ
ん
」と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

任
侠
を
貫
く

任
侠
を
演
じ
て
地
歩
を
築
い
た

健
さ
ん
は
任
侠
を
貫
い
た
と
思
い
ま

す
。
作
家
の
陳
舜
臣
さ
ん
は
中
国
で

は
道
徳
の
第
一
番
は
侠
、
正
義
は
す
ぐ

１
８
０
度
変
わ
る
、
信
頼
す
べ
き
は
侠

で
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
ね
。
侠
の
字

を
辞
書
で
引
く
と
義
理
堅
い
風
骨
を

持
つ
人
、男
気
の
あ
る
様
と
あ
り
ま
す
。

健
さ
ん
は
任
侠
映
画
か
ら
文
芸
大
作

ま
で
こ
の
姿
勢
を
変
え
て
い
な
い
、
ゆ

る
が
な
い
人
間
力
な
ん
で
す
ね
。

健
さ
ん
と
の「
男
の
約
束
」

今
年
五
月
、
東
南
ア
ジ
ア
を
回
る
機
会

が
あ
り
、
そ
の
際
に
海
原
会
の
海
外
支
部
の

方
々
と
お
会
い
し
て
き
た
。

ま
ず
到
着
し
た
の
は
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ

ミ
ン
。
夜
に
到
着
し
た
と
い
う
の
に
、モ
ヤ
モ

ヤ
と
わ
き
上
が
る
よ
う
な
真
夏
の
暑
さ
。

当
時
は
南
沙
諸
島
に
端
を
発
し
た
対

中
国
デ
モ
が
あ
っ
た
時
期
で
治
安
が
心
配
だ
っ
た
が
、
危
険
と

い
わ
れ
る
場
所
に
近
づ
か
な
け
れ
ば
全
く
問
題
が
な
か
っ
た
。

街
の
人
た
ち
は
ど
こ
か
昭
和
の
日
本
を
思
い
出
す
よ
う
な
親

し
み
や
す
さ
も
あ
り
、居
心
地
の
良
さ
を
感
じ
る
。

ホ
ー
チ
ミ
ン
支
部
の
梶
宏
光
さ
ん(

Ｓ
37
卒)

に
は
連
日
お
い

し
い
店
に
連
れ
て
行
って
い
た
だ
い
た
。
な
か
で
も
、絶
対
旅
行

ガ
イ
ド
に
は
出
て
い
な
い一
軒
家
レ
ス
ト
ラ
ン
で
フ
ラ
ン
ス
料
理

は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
料
理
は
申
し
分
な
い
。
今

回
は
週
末
に
訪
問
し
て
し
ま
い
梶
さ
ん
と
ゴ
ル
フ
を
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
次
回
こ
そ
！
ち
な
み
に
梶
さ
ん
は
プ
ロ
ゴ

ル
フ
ァ
ー
で
、
お
会
い
す
る
直
前
に
人
生
5
回
目
の
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
決
め
た
と
の
こ
と
。

国
賓
待
遇
？
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
入
り

わ
ず
か
45
分
の
フ
ラ
イ
ト
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ
ノ
ン
ペン
。
空

港
の
搭
乗
ゲ
ー
ト
で
待
って
て
く
れ
た
の
は
小
市
琢
磨
さ
ん(

Ｈ

5
卒)

。
私
に
と
って
は
生
徒
会
の
後
輩
だ
。
あ
れ
、搭
乗
ゲ
ー

ト
って
お
迎
え
の
人
は
入
れ
る
の
？
と
聞
く
間
も
な
く
、「
こ

ち
ら
へど
う
ぞ
」で
気
づ
け
ば
国
賓
タ
ー
ミ
ナ
ル
！
パス
ポ
ー
ト

コン
ト
ロ
ー
ル
も
荷
物
チェッ
ク
も
し
な
い
ま
ま
、
あ
れ
よ
あ
れ

よ
と
出
口
ま
で
。
さ
す
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
実
力
者
。
す
ご
い
経

験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
国

賓
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
数
年
前
に
秋

篠
宮
殿
下
も
使
わ
れ
た
そ
う
だ
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
経
済
発
展
の

ま
っ
た
だ
中
だ
。
小
市
さ
ん
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
や
って
き
た
20
年

前
と
は
全
く
変
わ
っ
た
と
い
う
。

イ
ン
フ
ラ
が
追
い
つ
か
ず
に
道
路
は
常
に
大
渋
滞
。

小
市
さ
ん
の
お
宅
は
で
か
か
っ
た
。
家
の
中
に
た

く
さ
ん
の
車
両
が
あ
り
、
先
ご
ろ
始
め
た
と
い
う
冷

凍
物
流
の
た
め
の
工
業
用
冷
凍
庫
が
庭
の
端
で
う
な

り
を
上
げ
て
い
る
。
家
の
中
で
運
動
会
が
で
き
る
レ

ベル
だ
。

夜
は
支
部
の
メ
ン
バ
ー
と
会
食
。
複
合
施
設
オ
ー

プ
ン
直
前
の
超
多
忙
の
中
、
支
部
長
の
岡
崎
宏
幸
さ

ん(

Ｈ
３
卒)

や
古
田
美
奈
子
さ
ん(

戸
山
小
卒)

も

駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
経
済
発
展
の
中
心
に
海

原
会
員
の
存
在
が
い
る
の
が
頼
も
し
い
。

ク
ー
デ
タ
ー
の
タ
イ
入
国

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
タ
イ
へ
入
国
。何
が
ド
キ
ド
キ
し
た
か
っ

て
、
前
日
に
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
き
た
の
だ
。
私
が
海
城
中
学
に

入
学
し
た
昭
和
56
年
に
も
タ
イ
で
は
ク
ー
デ
タ
ー
が
あ
り
、
担

任
だ
っ
た
小
林
秀
礼
先
生
が
空
港
で
足
止
め
さ
れ
て
入
学
式

に
出
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
さ
か
恩
師
と
同
じ
場
面
に
出
く
わ

す
と
は
…
。

タ
イ
の
ク
ー
デ
タ
ー
は
国
を
ひ
っ
く
り
返
す
モ
ノ
で
は
な
く

国
王
の
元
で
あ
っ
ち
と
こ
っ
ち
が
小
競
り
合
い
を
す
る
た
ぐ
い

の
た
め
、観
光
客
が
駅
を
封
鎖
す
る
国
軍
兵
士
と
に
こ
や
か
に

記
念
写
真
を
撮
る
姿
も
見
ら
れ
た
。
と
は
い
え
、
夜
は
戒
厳

令
。
一
斉
に
帰
宅
す
る
人
の
波
が
中
心
部
か
ら
郊
外
へと
続
く
。

道
路
は
麻
痺
し
て
歩
道
に
人
が
あ
ふ
れ
る
。
そ
ん
な
中
で
バン

コ
ク
支
部
の
方
々
と
の
会
食
は
ス
タ
ー
ト
！

さ
す
が
と
い
う
か
、
バン
コ
ク
支
部
の
メ
ン
バ
ー
は
情
報
を

き
っ
ち
り
ゲ
ッ
ト
し
て
い
た
。
直
前
に
安
全
な
地
区
の
レ
ス
ト

ラ
ン
に
変
更
し
、
時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
絶
品
タ
イ
料
理
で
戒
厳

令
ラ
イ
フ
を
満
喫
。
レ
ス
ト
ラ
ン
を
出
る
と
、
人
の
波
は
消
え

ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
の
よ
う
だ
っ
た
。
当
日
は
3
名
の
方
と
お
会
い

し
た
が
、バンコ
ク
支
部
に
は
倍
以
上
の
メ
ン
バ
ー
が
い
る
と
の
こ

と
。
さ
す
が
東
南
ア
ジ
ア
の
要
だ
。

東
南
ア
ジ
ア
へ
赴
任
さ
れ
る
際
は
、是
非
、海
外
支
部
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
現
地
で
戸
惑
う
こ
と
も
少
な
い
で
し
ょ
う

し
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
も
防
げ
る
で
し
ょ
う(

笑)

。
各
支
部
の
皆

さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

（
国
井
信
男　

記
）

東
南
ア
ジ
ア
の
海
原
会
を
訪
ね
て



追悼さ
あ
歩
け　

遍
路
は
つ
づ
く　

ど
こ
ま
で
も

空
海
は　

ス
ゴ
イ
人
だ
よ　

円
い
旅

巡
礼
（
遍
路
）は
他
の
宗
教
に
も
存
在
す
る
が

メッ
カ
、
バ
チ
カ
ン
、エル
サ
レ
ム
等
い
ず
れ
も
直
線
で

ゴ
ー
ル
（
聖
地
）を
目
指
す
も
の
。
と
こ
ろ
が
空
海

が
築
い
た
修
行
の
道
は
円
形
、
ど
こ
か
ら
で
も
出
発

で
き
ど
こ
で
も
ヤ
メ
ら
れ
、
次
に
そ
こ
か
ら
ま
た
巡

る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
四
国
を
一つ
の
宇
宙
に

見
立
て
た
点
が
お
大
師
様
の
偉
人
た
る
と
こ
ろ
。

煩
悩
を　

ひ
と
つ
納
め
て　

霊一
番
札
所山

寺

阿
波
は〝
発
心
〟の
道
場
、
も
う
一
人
の
自
分
に
逢

う
旅
と
住
職
か
ら
の
お
言
葉
よ
り
読
ん
だ
一
句
。

極二
番
札
所楽

寺　

長
寿
祈
願
に　

妻
忘
れ

二
番
寺
で
は
長
寿
を
願
っ
た
も
の
の
浮
か
ん
だ
の

は
自
分
と
孫
娘
、
ウ
ッ
カ
リ
か
み
さ
ん
が
抜
け
て
ま

し
た
。弘

法
は　

筆
を
選
ば
ず　

道
も
ま
た

十
一
番（
藤
井
寺
）か
ら
十
二
番（
焼
山
寺
）ま
で

の
道
程
は
遍
路
こ
ろ
が
し
と
い
わ
れ
、
三
つ
の
山
を

越
え
る
難
所
。
道
な
き
道
を
約
十
三
キ
ロ
、千
二
百

年
以
上
も
前
に
キ
ャ
ラ
バン
靴
な
し
で
登
り
降
り
し

た
お
上
人
…
。
私
は
二
つ
目
の
山
で
Ｋ
Ｏ
寸
前
の
刹

那
、
フッ
と
身
体
と
足
が
急
に
軽
く
な
り
ス
タッフ
が

昭
和
34
年
卒　

徳
光
和
夫

驚
く
速
さ
で
進
み
始
め
た
。
十
二
番
寺
の
住
職
に
告

げ
る
と「
そ
れ
が
同
行
二
人
、
つ
ま
り
お
大
師
様
が

貴
方
を
支
え
二
人
で
歩
き
始
め
た
こ
と
。
同
じ
体

験
者
は
何
人
も
い
ま
す
」と
言
わ
れ
、な
ぜ
か
納
得
。

薫
風
に　

緑
が
匂
う　

花
遍
路

日
本
の
初
夏
は
最
高
！
と
体
感
で
き
る
の
も
お

遍
路
。発

心
や　

淡阿
波
い
想
い
に　

感
謝
し
て

徳
島
二
十
三
ケ
寺
を
巡
り
得
た
こ
と
は〝
こ
な
す

（
気
楽
に
）〟
と
〝
取
り
組
む（
真
摯
に
）〟の
違
い
を

教
え
ら
れ
た
こ
と
。
巡
礼
は
発
心
の
阿
波
か
ら
修

行
の
土
佐
へ
。
七
月
か
ら
十
月
下
旬
ま
で
土
砂
降
り
、

日
照
り
、嵐
、土
佐
遍
路
は
ホン
ト
に〝
里
の
行
〟で
し

た
。

笠
破
れ　

遍
路
衣
黄
ば
む　

土
佐
路
か
な

蕎
麦
す
す
る　

逆
縁
哀
し　

父
の
シ
ワ

そ
ば
屋
で
逢
っ
た
お
遍
路
さ
ん
は
ナ
ー
ス
の
娘
さ

ん
が
医
師
と
道
な
ら
ぬ
恋
に
悩
み
ぬ
き
死
を
選
ん

だ
と
言
葉
を
舌
で
は
じ
く
よ
う
に
語
って
く
れ
た
の

で
す
が
、と
て
も
50
代
半
ば
と
は
思
え
な
い
…
、一
人

の
歩
き
遍
路
に
は
我
が
子
に
先
立
た
れ
た
方
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
ん
や
か
や
で
菩
提
の
行
、つ
ま
り
悟
り
道
場
伊

予
（
愛
媛
）に
入
り
、
五
十
番
の
繁
多
寺
の
住
職
と

庭
苑
は
心
和
む
札
所
で
し
た
。

す
ま
ないと　

あ
り
が
たいと
に　

ほ
だ
さ
れ
て

気
の
毒
な
り
と　

世
を
渡
る（
住
職
の
言
よ
り
）

いつ
来
て
も　

花
が
迎
え
る　

繁フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

多
寺

五
十
番
札
所
、仙
遊
寺
は
本
格
的
な
宿
坊
で
、な

9

川
柳
で
綴
る

四
国
遍
路

に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

テ
レ
ビ
な
き　

一
夜
は
長
し　

仙
遊
寺

そ
し
て
つい
に
四
県
目
の
香
川（
讃
岐
）入
り
。
涅

槃
の
道
場
で
す
。

雲
辺
寺　

涅
槃
の
第
一　

楽
章
に

四
国
霊
場
で
最
も
高
い
地
点
に
あ
る
雲
辺
寺
、耳

を
澄
ま
す
と
黛
敏
郎
氏
作
曲
の
交
響
曲「
涅
槃
」が

聴
こ
え
て
き
ま
す
。

お
大
師
の　

懐
の
よ
う　

善七
十
五
番
霊
場

通
寺

「
人
の
短
を
言
う
こ
と
な
か
れ　

己
の
長
を
説
く

こ
と
な
か
れ　

人
に
施
し
て
思
う
こ
と
な
か
れ　

施

し
を
受
け
て
は
忘
れ
る
こ
と
な
か
れ
」

弘
法
大
師
の
教
え
で
す
。
善
通
寺
は
空
海
の
生

誕
地
ゆ
え
宗
派
の
本
山
と
い
う
立
場
に
あ
る
の
で
、

私
は
事
前
に
ご
住
職
に「
東
日
本
大
震
災
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
へ々の
御
供
養
を
テ
レ
ビ
で
行
って
も
ら

え
な
い
だ
ろ
う
か
」と
い
う
手
紙
を
出
し
て
い
た
の

で
す
が
、
御
承
諾
く
だ
さ
り
実
現
、
近
隣
の
お
寺
さ

ん
に
も
声
を
か
け
て
30
人
近
い
御
僧
侶
に
よ
る
法
要

は
改
め
て
仏
教
の
格
調
の
高
さ
深
さ
を
知
ら
し
め
る

荘
厳
な
も
の
で
し
た
。

結
願
に　

八
十
八
の　

顔
に
な
り

八
十
八
番
霊
場
、大
窪
寺
で
最
後
の
般
若
心
経
を

読
ん
だ
時
、嗚
咽
が
聴
こ
え
て
き
た
。
私
で
は
な
い
、

誰
だ
。
カ
メ
ラマン
の
Ｋ
君
、
音
声
の
Ｍ
君
で
す
。
も

う
私
も
ダ
メ
で
し
た
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
の
よ
う
な

顔
は
偶
然
に
も
八
十
八
に
な
って
い
ま
し
た
。

そ
し
て
三
カ
月
後
、高
野
山
金
剛
峰
寺
に
満
願
成

就
の
奥
の
院
へ
報
告
。

奥
の
院　

英
語
で
言
え
ば　

ゴ
ー
ル
院

四
国
路
や　

自
分
の
良
さ
を　

ち
ょっと
知
る

 

一
年
十
カ
月
、た
だ
た
だ
全
て
に
感
謝
で
す
。
合
掌

で
カ
チ
ン
コ
叩
い
て
映
画
人
生
が
始
ま
っ
た
の
だ
か

ら
最
後
も
健
さ
ん
の
前
で
カ
チ
ン
コ
を
打
っ
て
そ
れ

で
辞
め
よ
う
と
ず
ー
と
思
って
い
た
ん
だ
。
そ
う
言

い
ま
し
た
。「
僕
が
出
て
、泊
さ
ん
が
フ
ァ
ー
ス
ト
カ
ッ

ト
の
カ
チ
ンコ
打
って
、
そ
の
映
画
は
当
た
る
ね
。
ぞ

く
ぞ
く
し
て
き
た
よ
」
健
さ
ん
は
そ
う
言
って
く
れ

た
ん
で
す
。
そ
の
翌
年
に
「
ぽ
っ
ぽ
や
」
が
決
ま
り

ま
し
た
。
健
さ
ん
が
20
年
ぶ
り
に
東
映
に
戻
って
来

た
ぞ
と
、撮
影
所
は
沸
き
立
ち
ま
し
た
。

男
の
約
束

そ
の
時
私
は
東
映
ア
ニ
メ
の
社
長
を
務
め
て
い
た

の
で
す
が
、
健
さ
ん
と
の
男
の
約
束
を
果
た
し
に
本

業
を
さ
ぼ
って
健
さ
ん
登
場
の
フ
ァ
ー
ス
ト
カ
ッ
ト
を

打
ち
に
北
海
道
滝
川
の
現
場
に
向
か
い
ま
し
た
ね
。

前
の
晩
は
羽
田
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
って
カ
チ
ン
コ
の
片

手
打
ち
の
練
習
を
何
十
回
も
や
って
。

１
月
15
日（
平
成
11
年
）厳
寒
の
北
海
道
で
す
が
、

熱
い
思
い
出
で
す
。
健
さ
ん
は「
カ
チ
ンコ
が
鳴
り
響

い
た
よ
」
と
駆
け
寄
って
き
て「
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
握

手
を
し
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。
健
さ
ん
か
ら
宝
物
の

よ
う
な
手
紙
を
も
ら
い
ま
し
た
。「
泊
ち
ゃ
ん
の
カ

チ
ン
コ
か
ら
気
を
貰
っ
て「
ぽ
っ
ぽ
や
」

は
完
成
し
ま
し
た
。
役
者
は
気
を
貰

う
こ
と
が
本
当
に
大
切
な
ん
で
す
。
忘

れ
ま
せ
ん
」と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

任
侠
を
貫
く

任
侠
を
演
じ
て
地
歩
を
築
い
た

健
さ
ん
は
任
侠
を
貫
い
た
と
思
い
ま

す
。
作
家
の
陳
舜
臣
さ
ん
は
中
国
で

は
道
徳
の
第
一
番
は
侠
、
正
義
は
す
ぐ

１
８
０
度
変
わ
る
、
信
頼
す
べ
き
は
侠

で
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
ね
。
侠
の
字

を
辞
書
で
引
く
と
義
理
堅
い
風
骨
を

持
つ
人
、男
気
の
あ
る
様
と
あ
り
ま
す
。

健
さ
ん
は
任
侠
映
画
か
ら
文
芸
大
作

ま
で
こ
の
姿
勢
を
変
え
て
い
な
い
、
ゆ

る
が
な
い
人
間
力
な
ん
で
す
ね
。

「
次
郎
物
語
」
の
著
者
と
し
て

有
名
な
下
村
湖
人
は
昭
和
6
年

か
ら
死
去
す
る
昭
和
30
年
ま
で

百
人
町
に
居
を
構
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
住
居
跡
が
平
成
26
年
3
月
に

「
下
村
湖
人
終
焉
の
地
」
と
し
て

新
宿
区
の
指
定
史
跡
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

下
村
湖
人
は
旧
鍋
島
藩
士
の
次
男
と
し
て
佐
賀
県
に
生
ま
れ
、里
子
に
出

さ
れ
る
辛
い
幼
少
期
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
、
教
員
と
し
て
働
い

た
あ
と
執
筆
生
活
に
入
り
ま
し
た
。
幼
少
期
に
里
子
に
出
さ
れ
た
主
人
公

本
田
次
郎
を
描
い
た
次
郎
物
語
は
、湖
人
自
身
の
里
子
体
験
が
反
映
さ
れ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

佐
賀
県
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
海
城
学
園
の
創
立
者
古
賀
喜
三
郎
。

彼
も
ま
た
鍋
島
藩
の
出
身
で
明
治
維
新
を
経
て
海
軍
軍
人
と
な
り
ま
し
た
。

鍋
島
藩
ゆ
か
り
の
海
城
学
園
と
下
村
湖
人
の
自
宅
が
百
人
町
の
目
と
鼻
の

先
に
あ
っ
た
の
は
不
思
議
な
縁
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

海
城
学
園
と
下
村
湖
人
と
の
縁
は
こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
下
村

湖
人
の
子
息
で
あ
る
下
村
徹
さ
ん(

昭
22
卒)

は
旧
制
海
城
中
学
校
の
卒

業
生
で
す
。
こ
の
こ
と
は
終
戦
前
後
の
海
城
学
園
Ｏ
Ｂ
に
は
わ
り
と
有
名
な

話
の
よ
う
で
、「
八
百
屋
の
通
り
の
と
こ
ろ
の
集
合
住
宅
に
下
村
湖
人
の
家
が

あ
って
、
息
子
が
通
って
い
た
」と
明
確
に
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
何
人
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
の
下
村
徹
さ
ん
に
よ
り
ま
す
と
、
第
3
代
校
長
の
島
祐
吉(

明
31
卒
・

海
軍
中
将)

と
下
村
湖
人
と
の
間
に
は
親
交
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
島
校
長

と
い
う
と
、
軍
事
教
練
を
増
や
す
よ
う
に
迫
る
憲
兵
の
命
令
を
突
っ
ぱ
ね
て

授
業
時
間
を
確
保
し
た
逸
話
の
持
ち
主
。
か
た
や
下
村
湖
人
は
唐
津
中
・

台
北一中
・
台
北
高
の
校
長
を
歴
任
し
た
教
育
家
。
2
人
は
いっ
た
い
ど
の

よ
う
な
話
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

下
村
湖
人
終
焉
の
地
は
百
人
町
２–

７–

16
に
あ
り
ま
す
。
マン
シ
ョン
の

壁
に
ひ
っ
そ
り
を
レ
リ
ー
フ
が
た
た
ず
み
、そ
の
前
を
海
城
生
が
毎
日
通
学
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
委
員
会　
国
井
信
男
）

下
村
湖
人
の
居
住
跡
が

区
の
史
跡
に

学
園
と
も
深
い
縁
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創
立
１
２
５
年
の
男
子
校
海
城
学
園
に
は
、

6
人
の
女
子
卒
業
生
が
い
る
こ
と
は
ご
存
知
の

方
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
な
か
で
も
中
学
校
・

高
校
6
年
間
を
わ
が
校
生
と
し
て
通
し
た
の

は
5
人
だ
け
だ
っ
た
。

小
川
京
子
（
後　
藤
井
姓
、故
人
）、尾
本

泰
子
（
現　

蒲
田
姓
）、　

永
井
靖
子
（
現
片

岡
姓
）、中
川
時
子
（
現　
片
山
姓
）、若
松
園

子
（
故
人
）

第
二
次
世
界
大
戦
が
、
い
た
ず
ら
の
よ
う
に

も
た
ら
し
た
小
さ
な
奇
跡
だ
っ
た
。

海
城
の
女
子
卒
業
生
に
つい
て
は
、昭
和
22
年

（
１
９
４
７
）、義
務
教
育
が
６・３
制
に
な
っ
た
。

空
襲
に
よ
る
焼
野
原
の
町
に
も
住
宅
な
ど
が
、

急
速
に
増
え
て
き
て
い
た
が
、
新
中
学
生
を
収

容
す
べ
き
校
舎
の
建
設
が
間
に
合
わ
ず
、海
城

の
教
室
を
区
立
1
年
生
が
借
り
る
こ
と
に
な

り
、
戸
山

小
学
校
、

大
久
保
小

学
校
、
天

神
小
学
校

の
男
女
共

学
生
徒
が

海
城
に
通

う
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
年
新
宿
区
の
中
学
校
舎

が
作
ら
れ
、二
年
生
と
し
て
移
って
いっ
た
。
空

襲
に
よ
る
火
災
を
ま
ぬ
か
れ
た
海
城
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
教
室
を
離
れ
て
、
粗
末
な
木
造

建
築
の
校
舎
に
入
っ
た
。
木
の
香
り
だ
け
は
新

鮮
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
戦
後
の
子
供
た
ち
は
相

変
わ
ら
ず
の
食
糧
難
の
中
で
元
気
一
杯
だ
っ
た
。

一
方
海
城
で
は
、
希
望
者
は
そ
の
ま
ま
私
立

中
学
の
二
年
生
と
し
て
進
級
す
る
こ
と
を
許
し

た
。
女
子
の
二
十
名
ほ
ど
が
海
城
で
の
勉
学

を
続
け
る
こ
と
と
し
た
。
中
三
を
卒
業
し
て

海
城
を
出
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
が
、
そ

の
ま
ま
高
校
へ
進
み
無
事
卒
業
し
た
女
子
生

徒
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

５
人
だ
け
の
女
子
高
生

海
軍
予
備
校
と
し
て
創
立
以
来
、
海
城
学

園
は
戦
前
戦
後
を
通
し
て
今
日
ま
で
、自
由
と

進
取
の
気
風
が
伝
統
的
に
保
た
れ
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
５
人
だ
け
の
女
子
高
生
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
の
不
便
や
困
惑
な
ど
が
あ
っ
た
に
違

い
な
い
が
、
学
校
生
活
を
の
び
の
び
と
楽
し
ん

で
い
た
よ
う
に
思
う
。

蒲
田
泰
子
さ
ん
は
い
つ
お
目
に
か
か
って
も

笑
み
を
絶
や
さ
ず
、
不
快
感
を
あ
ら
わ
に
し

た
表
情
を
見
せ
な
い
静
か
な
芯
の
強
い
印
象
の

人
だ
。
こ
の
人
の
大
声
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）、今
の
新
宿
区
余
丁

町
に
生
ま
れ
育
っ
た
。
昭
和
16
年
、
小
学
校
の

名
が
変
え
ら
れ
た
國
民
学
校
の
１
年
生
に
な
っ

た
。
こ
の
年
の
12
月
６
日
、
日
本
は
米
英
に
対

し
て
宣
戦
を
布
告
、悲
劇
の
幕
を
あ
け
た
。
初

戦
の
勝
利
報
道
の
勢
い
は
、
や
が
て
虚
偽
に
塗

り
固
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

日
本
国
土
への
空
襲
が
現
実
と
な
る
に
つ
れ
、

都
会
の
國
民
学
校
の
「
強
制
疎
開
」が
始
ま

る
。
蒲
田
さ
ん
の
学
校
は
栃
木
県
の
寺
院
に

親
も
と
を
離
れ
て
疎
開
し
た
。
間
も
な
く
実

家
の
町
は
空
爆
で
全
焼
し
、
疎
開
先
か
ら
戻
っ

て
き
た
生
徒
た
ち
は
、住
家
だ
け
で
は
な
く
家

族
を
失
っ
た
者
も
い
る
悲
惨
な
有
様
だ
っ
た
。

蒲
田
さ
ん
は
家
は
焼
か
れ
た
も
の
の
家
族

全
員
無
事
だ
っ
た
。

部
活
に
熱
中　

舞
台
劇
上
演

翌
年
蒲
田
（
尾
本
）
さ
ん
一
家
は
新
宿
百

人
町
に
で
き
た
馬
小
屋
よ
り
粗
末
な
都
営
住

宅
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。
戸
山
小
学
校
か

ら
、新
制
中
学
生
と
し
て
海
城
の
門
を
く
ぐ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
生
徒
た
ち
は
多
く
は
ボ
ロ
の

一
張
羅
で
粗
末
な
弁
当
を
持
って
通
学
し
た
。

部
活
動
に
熱
中
す
る
も
の
も
多
かっ
た
。
校
内

で
は
ガ
リ
版
印
刷
の
新
聞
や
雑
誌
が
何
種
類

も
発
行
さ
れ
た
。
中
高
生
の
文
芸
復
興
の
時
。

校
内
外
で
新
劇
の
脚
本
に
よ
る
舞
台
劇
の
上

演
が
盛
ん
で
、女
生
徒
が
重
宝
さ
れ
、尾
本
さ

ん
も
た
び
た
び
舞
台
に
引
っ
張
ら
れ
た
。
楽
し

い
思
い
出
に
な
って
い
る
だ
ろ
う
。

昭
和
28
年（
１
９
５
３
）
高
校
卒
業
。
尾
本

さ
ん
は
事
務
員
と
し
て
海
城
学
園
に
留
ま
る

こ
と
に
な
っ
た
。
蒲
田
重
雄
さ
ん
は
、
物
理
と

数
学
の
先
生
だ
っ
た
。
や
が
て
尾
本
さ
ん
は
蒲

田
泰
子
と

名
乗
る
こ
と

に
な
り
、
結

婚
を
機
会
に

12
年
間
通
っ

た
学
園
を

去
る
こ
と
に

な
る
。
生
ま
れ
育
っ
た
新
宿
を
去
り
、
横
浜

に
家
を
建
て
、一女
二
男
の
母
と
な
っ
た
。

海
城
の
事
務
室
に
は
、
泰
子
さ
ん
に
変

わ
っ
て
三
歳
離
れ
た
妹
の
尾
本
邦
子
さ
ん
が

入
って
、六
年
間
勤
務
な
さ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

蒲
田
泰
子
さ
ん
と
海
城
学
園
と
の
縁
は
こ

れ
で
終
わ
ら
な
い
。
海
原
会
か
ら
の
呼
び
か
け

で
、海
原
会
役
員
の
重
責
を
果
た
し
、今
も
海

原
二
八
会
の
役
員
と
し
て
、
元
気
な
姿
を
見
せ

て
い
る
。
海
原
二
八
会
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
は

今
年
80
の
傘
寿
を
迎
え
た
。

か
つ
て
海
城
学
園
に
は
女
子
学
生
が
通
学
し

て
い
た
。

（
昭
28
年
卒　
片
山
忠
美　
記
）

海
城
学
園
女
子
卒
業
生
と

蒲
田
泰
子
さ
ん
の
こ
と

あ
の
人

の
人

こ

新しいＴシャツ ポロシャツができました
秋の海城祭から新しいＴシャツとポロシャツがお目見えしました。新しいデザインは最近の海城のスクー
ルカラーである明るいブルーです。サイズもそれぞれＭ・Ｌ・ＸＬを準備しています。
今回の号より、ホームページやＦＡＸでの注文をお受けします。購入希望の方は氏名・卒業年・送付
先・電話番号・ご希望のグッズの品番・サイズを記入して下記の海原会事務局までご連絡ください。
お支払いは商品受け取り後、商品に同梱した書類に書かれた口座番号にお振り込みください。
※会報に同封されている振込用紙はグッズ代金の支払いには使用しないでください。
ホームページ：http://www.unabarakai.jp
※トップページ右上の「海原会へのお問い合わせ・ご連絡」より
ＦＡＸ：	03–6233–9641
ＴＥＬ：	03–6233–9631　※ＴＥＬは留守電です。 Ｔ１　1,100円（税込）

Ｐ１　2,100円（税込）
※別途郵送料等がかかります。

サイズの目安
Ｍ　	 170センチぐらいまで
Ｌ　	 175センチぐらいまで
ＸＬ	 175センチ以上

ブランディング部会

後
列
右
か
ら
若
松
さ
ん
、永
井
さ
ん
、尾
本
さ
ん
、中
川
さ
ん

中
央
遠
藤
さ
ん
夫
妻
、前
列
左
小
川
さ
ん
、後
方
に
旧
校
舎

妹
の
尾
本
邦
子
さ
ん

蒲
田（
尾
本
）泰
子
さ
ん



「
新
宿
」。戦
後
を
通
じ
多
く
の
作
家・思
想
家・芸
術
家
な
ど
が
集
う
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
文

化
拠
点
と
し
て
も
異
彩
を
放
っ
て
き
た
。新
し
い
事
、突
飛
な
こ
と
も
出
現
し
た
。こ
の
ど
さ
く
さ

と
猥
雑
の
中
か
ら
文
化
の
担
い
手
が
発
祥
し
た
の
だ
か
ら
面
白
い
。　
　（
昭
和
27
年
卒 

山
本
満
男 

記
）

飛
び
交
い
、海
外
か
ら
も
本
物
の
ヒッピ
ー
が
来

日
し
て
意
気
投
合
し
て
い
た
。
巷
で
は
、
ど
ん

底
喫
茶
で「
走
れ
ト
ロ
イ
カ
」
だ
と
か
を
歌
って

騒
い
で
い
る
最
中
に
、
名
曲
喫
茶
は
面
白
く
も

な
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
聴
く
な
ん
て
客
観
的
に
は

不
思
議
で
な
ら
な
かっ
た
。
つ
ま
り
一
種
の
カ
ル

チ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
う
ゆ
う

ス
キ
ャン
ダ
ラ
ス
な
風
月
堂
は
、当
た
り
前
の
よ

う
に
客
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。
店
主
の
横

山
さ
ん
は
芸
術
に
大
変
造
詣
に
深
く
、建
物
は

モン
ド
リ
ア
ン
風
の
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
外
の
通
る

人
と
の一
体
感
を
考
え
た
と
い
う
。
の
ち
に
ガ

ラ
ス
張
り
は
物
騒
な
の
で
、
内
側
か
ら
板
張
り

に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
左
翼
ア
ジ
ト
の
た
ま
り

場
と
な
り
、昭
和
48
年
そ
の
役
割
を
終
え
閉
店

し
た
。

海
城
だ
って
熱
気
を
帯
び
た
先
生
が
い
た
。

描
き
方
を
教
え
な
い
で
、
ゴッホ
や
ピ
カ
ソ
の
伝

記
を
話
す
利
根
山
先
生
、
チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人
の

恋
人
を
教
え
？
仏
語
は「
ジュテ
ー
ム
」を
教
え

て
く
れ
た
山
縣
先
生
、物
理
の
試
験
に
和
歌
を

出
題
し
た
野
田
先
生
、性
教
育
を
教
え
て
く
れ

た
小
川
先
生
、な
ど
等
。
中
で
も
利
根
山
先
生

は
、あ
る
日
放
課
後
、職
員
室
を
覗
く
と
教
頭

と
や
り
合
って
い
た
。

「
み
ん
な
、絵
は
上
手
だ
っ
た
の
で
百
点
く
れ

て
や
っ
た
。
更
に
良
く
描
け
た
生
徒
に
百
二
十

点
く
れ
て
、何
が
悪
い
！
」　
教
頭
は
「
百
点
が

最
高
点
だ
か
ら
ダ
メ
だ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

遂
に
ト
ネ
さ
ん
は
折
れ
て
、
残
り
の
20
点
を

他
の
科
目
で
出
来
の
悪
い
生
徒
に
分
配
し
た
と

の
事
。
こ
の
こ
と
を
知
って
い
る
僕
達
は
心
の

奥
で
拍
手
喝
采
し
た
。
卒
業
後
20
点
貰
っ
た

生
徒
が
ト
ネ
さ
ん
宅
に
訪
れ
お
礼
参
り
に
来

た
と
い
う
。

新
宿
は
命
令
を
受
け
た
か
の
よ
う
に
劇
場
、

映
画
館
な
ど
が
あ
っ
と
い
う
間
に
で
き
た
。
映

画
館
で
は
男
女
が
抱
き
合
っ
た
り

踊
っ
た
り
、
西
部
の
荒
野
を
駆
け
ず
り
回
っ
た

り
、
ア
メ
リ
カって
こ
ん
な
に
自
由
な
の
か
と
驚

い
た
こ
と
が
あ
る
。
記
録
に
よ
れ
ば
洋
画
邦

画
館
併
せ
て
30
数
館
あ
っ
た
と
い
う
。
戦
前
か

ら
あ
っ
た
の
は
徳
川
無
声
の
武
蔵
野
館
、
大
当

た
り
の
ヌ
ー
ド
帝
都
座
５
階
、ム
ー
ラ
ンル
ー
ジュ

新
宿
座
だ
っ
た
。
ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジ
ュと
は
パ
リ

の
名
物
キ
ャバレ
ー
「
ム
ー
ラ
ンル
ー
ジュ
」（
赤
い

風
車
）の
こ
と
で
、
日
本
の
そ
れ
は
そ
っ
く
り
模

し
た
も
の
。

ム
ー
ラ
ン
新
宿
は
純
度
の
高
い
芸
術
性
を
表

向
き
に
、と
は
い
え
ド
サ
ク
サ
に
紛
れ
て
き
わ
ど

い
場
面
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
、ヌ
ー
ド
は
警
察

の
通
告
で
御
法
度
だ
っ
た
。
因
み
に
こ
こ
か
ら

出
た
ス
タ
ー
は
、森
繁
久
弥
、以
下
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
。
特
に
踊
り
子
の
明
日
待
子
フ
ア
ン

の
復
員
軍
人
は
敬
礼
し
て
、
帰
国
の
報
告
し
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
ム
ー
ラ
ン
新
宿
座

は
芸
能
史
上
希
有
の
存
在
だ
っ
た
。

こ
の
ム
ー
ラ
ン一
座
が
海
城
に
や
って
き
た
！

戦
後
第
一
回
の
文
化
祭
で
す
。

誰
も
が
忘
れ
て
い
る
。
い
や
、
知
ら
な
い
人

が
多
い
。
た
ま
た
ま
、現
古
典
芸
能
部
が
「
落

語
と
喜
劇
人
」と
の
関
わ
り
を
研
究
し
た
事
か

ら
端
を
発
し
た
。
ム
ー
ラ
ン
研
究
班
は
顧
問
で

数
学
科
の
川
崎
先
生
が
、生
き
残
り
の
先
輩
を

追
跡
し
て
確
証
を
得
た
と
の
事
。
そ
し
て
生
徒

達
は
新
宿
に
実
地
検
証
し
た
と
い
う
。
こ
の
様

子
を
知
って
Ｎ
Ｈ
Ｋ
首
都
圏
ニュー
スで
流
れ
た
。

先
輩
達
の
証
言
か
ら
、教
壇
を
集
め
積
み
重

ね
て
ス
テ
ー
ジ
と
し
た
。ピ
ア
ノ
演
奏
で
幕
が
開

い
た
。
見
え
た
も
の
は
、
腰
蓑
を
ま
と
っ
た
ラ

イ
ン
ダ
ン
スで
あ
っ
た
。
生
徒
は
興
味
し
ん
し
ん
、

先
生
は
で
れ
で
れ
。
大
盛
況
。
一
座
の
支
配
人

曰
く
「
こ
の
商
売
で
学
校
へ
招
ば
れ
た
の
は
あ

と
に
も
先
に
も
無
い
。
海
城
は
進
歩
的
で
す
」

と
感
激
し
た
と
い
う
。
現
在
ム
ー
ラ
ン
研
究
班

の
リ
ポ
ー
ト
は
新
宿
博
物
館
と
早
大
演
劇
博

物
館
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

今
、「
新
宿
」は
ビルの
中
に
埋
も
れ
、
新
し

い
事
を
吸
引
す
る
磁
場
は
無
い
よ
う
だ
。
我

が
庭
の
新
宿
海
城
に
育
ま
れ
、
自
分
が
変
わ
っ

た
こ
と
に
感
謝
す
る
。（
完
）

参
考
文
献
：	

「
新
宿
も
の
が
た
り
」本
庄
慧
一
郎
著		

「
昭
和
史
戦
後
編
」半
藤
一
利
著
　

写
真
提
供
：	

新
宿
歴
史
博
物
館

ア
メ
リ
カ
さ
ま
さ
ま

１
２
０
点
満
点

ム
ー
ラ
ン
ル
ー
ジュ

海
城
・
戦
後
第
一
回
の
文
化
祭

シ
ラ
ミ
退
治

風
月
堂
内
部

フ
ォ
ー
ク
ゲ
リ
ラ

額
縁
ヌ
ー
ド
シ
ョ
ー

ム
ー
ラ
ン
の
ラ
イ
ン
ダ
ン
ス

11

エ
ッ

セー
＆コラ

ム

新
宿
は
昼
も
夜
も
な
い
不
夜
城
だ
っ
た
。
ヤ

ミ
市
は
ご
っ
た
返
し
、
西
口
線
路
際
の
飯
屋
に

入
る
と
カ
ス
ト
リ
焼
酎
の
飲
ん
だ
く
れ
は
い
る

し
、駅
前
「
二
幸
」の
前
の
路
上
と
ガ
ー
ド
下
に

は
靴
磨
き
少
年
少
女
・
婆
さ
ん
が
連
な
り
進

駐
軍
兵
士
や
パン
パン
嬢
の
足
元
を
出
し
て
靴

を
磨
く
。
こ
の
中
に
海
城
出
身
の
中
川
嬢
が
い

た
事
を
覚
え
て
い
る
。
が
、バ
ラッ
ク
住
宅
地
は
、

日
向
ボ
ッコ
を
し
な
が
ら
シ
ラ
ミ
潰
し
に
余
念

が
な
く
、そ
し
て
進
駐
軍
か
ら
Ｄ
Ｄ
Ｔ
な
る
白
い

粉
を
頭
か
ら
振
り
か
け
ら
れ
シ
ラ
ミ
退
治
、
見

事
カ
イ
カ
イ
が
治
る
す
ぐ
れ
も
の
。
ア
メ
リ
カ

さ
ん
って
す
ご
い
と
思
っ
た
。
と
に
か
く
食
って

い
け
な
い
時
代
だ
っ
た
。

当
時
、
風
月
堂
を
中
心
に
ウ
ラ
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
持
て
は
や
さ
れ
、「
日
本
の
グ
リ
ニッ
ジ

ヴ
ィレ
ジ
」だ
と
か「
若
者
文
化
の
聖
地
」と
か
、

書
き
立
て
ら
れ
た
ん
で
す
。
忽
ち
ニュー
ス
が

ウ
ラ
観
光
ス
ポッ
ト

あ
の
頃
の
新
宿  （
下
）

　
　
ま
さ
に
若
者
文
化
の
聖
地
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海
原
二
八
会

傘
寿
記
念
同
期
会

6
月
21
日
開
催
の
傘
寿
記
念
28
同
期
会

に
ご
出
席
下
さ
い
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

お
蔭
様
を
以
ち
ま
し
て
、26
名
参
加
の
下
、

今
は
亡
き
友
を
偲
び
乍
ら
、お
互
い
の
長
寿

を
祝
い
合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
杵
村

幹
事
の
写
真
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
の
で
、

会
計
報
告
と
共
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

来
年
は
「
盤
寿
（
9
×９ 

81
歳
）」、お
互

い
元
気
で
再
会
し
ま
し
ょ
う
。

幹
事　
中
島
、茂
野
、新
井
、親
松
、伊
藤
、

杵
村
、萩
原

同期会
クラス会
だより

海
原
三
九
会

東
京
五
輪
か
ら
50
年

海
原
会
総
会
で
39
年
卒
（
海
原
三
九
会
）

が
卒
業
50
周
年
表
彰
さ
れ
、代
表
で
監
事
の

関
尚
明
君
が
壇
上
に
出
て
会
長
の
徳
光
和

夫
さ
ん
か
ら
記
念
品
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

我
々
が
卒
業
し
た
昭
和
39
年
は
東
海
道
新

幹
線
が
開
通
し
て
日
本
で
初
め
て
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、
日
本
の
繁
栄

を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
時
代
で
し
た
。
そ

し
て
50
年
後
の
今
年
は
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
定
し
、ア
ベノ
ミ

ク
ス
で
自
信
を
取
り
戻
し
た
日
本
を
世
界
に

ア
ピ
ー
ル
し
た
年
で
す
。
総
会
の
後
で
新
大

久
保
の
駅
前
で
同
期
会
を
開
催
し
て
10
年

後
の
卒
業
60
周
年
を
素
晴
ら
し
い
表
彰
に

し
よ
う
と
大
い
に
も
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
川
瀬
幸
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
☆　
☆　
☆　
☆

毎
年
恒
例
の
同
期
会
を
４
月
25
日
に
神

楽
坂
の
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

今
回
の
会
に
は
母
校
を
卒
業
以
来
50
年
ぶ

り
の
吉
田
君
と
高
橋
君
の
２
人
と
５
年
ぶ
り

の
平
山
君
の
参
加
で
会
話
に
テ
ン
ション
が
上

が
り
熱
狂
！
自
己
紹
介
で
は
１
人
３
～
４

海
原
三
三
会

池
袋
東
武
の
14
階
で
集
う

平
成
26
年
10
月
19
日
（
日
）、
秋
晴
れ
の

爽
や
か
な
日
、
恒
例
の
三
三
会
を
永
竹
君

の
紹
介
で
東
武
百
貨
店
の
14
階
バン
ケ
ッ
ト

ホ
ー
ル
か
ら
池
袋
の
夜
景
を
眺
め
、楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

出
席
は
22
名
、
初
参
加
は
加
藤
真
一
君
で

す
。先
ず
物
故
者（
今
年
は
鹿
野
嘉
治
馬
君
、

鹿
島
清
君
、溝
淵
脩
雄
君
、川
南
陸
充
君
の

４
名
）に
黙
祷
し
ご
冥
福
を
祈
る
。

司
会
は
石
原
君
、会
員
状
況
報
告
あ
り
。

海
原
会
イ
ベン
ト
報
告
を
池
内
君
よ
り
、９

月
学
園
祭
で
海
原
会
サ
ロン
を
訪
ね
た
人
は

小
学
生
と
父
母
が
昨
年
よ
り
多
く
な
り
ま

し
た
。
中
高
一
貫
校
に
な
っ
た
の
が
要
因
で

は
？
ま
た
、女
子
高
生
の
訪
問
も
目
立
っ
た
。

ゴ
ル
フ
大
会
で
は
小
口
正
弘
君
が
４
位
入
賞

し
た
そ
う
だ
が
欠
席
で
入
賞
の
弁
は
聞
け

ず
残
念
！
飛
び
賞
の
人
あ
り
、ブ
ー
ビ
ー
賞

の一つ
上
で
悔
し
が
る
人
あ
り
。

三
三
会
よ
り
六
名
参
加
は
ご
立
派
。

海
原
三
五
会

参
加
者
22
名
で
開
催

昭
和
35
年
卒
の
同
期
会
「
海
原
三
五
会
」

が
、平
成
26
年
11
月
５
日
（
水
）、池
袋
・
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
ビ
ル
59
階
の
「
星
の
な
る
木
」
で

行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
22
名
。
直
前
に
体

調
を
崩
し
た
り
急
用
が
出
来
た
り
で
５
名

が
欠
席
と
な
り
、
少
々
人
数
は
寂
し
く
な
っ

た
も
の
の
、飲
む
ほ
ど
に
ダ
ベ
る
ほ
ど
に
打
解

け
、
制
限
時
間
を
30
分
も
延
長
す
る
賑
や

か
な
交
歓
の
場
と
化
し
た
。
次
回
は
お
互
い

に
誘
い
合
い
、
も
っと
増
や
そ
う
と
誓
って
お

開
き
と
な
っ
た
。　
　
　
　
（
渡
辺
育
男
） 

昭
和
49
年　
同
期
会

祝
卒
業
40
年
で
集
う

海
原
会
総
会
の
行
わ
れ
た
6
月
14
日

（
土
）
表
彰
対
象
年
次
に
あ
た
り
記
念
品

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
顔

に
戸
惑
い
を
感
じ
な
が
ら
も
懇
親
会
で
親

交
を
深
め
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

後
場
所
を
新
大
久
保
駅
向
か
い
の
「
鳥
良
」

に
移
し
、
総
会
参
加
者
19
名
中
11
名
が
参

加
し
画
家
の
草
野
先
生
を
お
招
き
し
て
今

後
の
同
期
会
の
持
ち
方
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。
次
回
は
2
年
後
還
暦
を
迎
え
第

二
の
人
生
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
方
も
い
る
で

し
ょ
う
。
情
報
交
換
も
含
め
〝
わ
い
わ
い
が

分
の
予
定
で
し
た
が
、
12
人
全
員
が
卒
業
後

の
自
慢
話
や
貴
重
な
体
験
談
、笑
い
話
で
溢

れ
長
時
間
の
自
己
紹
介
に
な
って
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
の
内
容
を
纏
め
た
ら
小
冊
子
が

出
来
そ
う
で
し
た
。
６
月
14
日
の
卒
業
50

周
年
表
彰
に
仲
間
を
集
め
て
参
加
す
る
事

を
誓
って
解
散
し
ま
し
た
。（
川
瀬
幸
一
）

写
真
、前
列
左
か
ら
鵜
殿
幸
夫
、角
田
純

一
、高
橋
進
次
、丹
羽
秀
夫
、後
列
、宇
井
世

紀
、川
瀬
幸
一
、井
戸
正
一
、吉
岡
博
、横
井
信

一
、西
村
尚
土
、平
山
亮
三
、吉
田
隆

近
況
報
告
は
古
賀
理
事
長
よ
り
再
来
年

創
立
一二
五
周
年
で
理
科
（
生
物
）
校
舎
の

建
設
。
女
子
教
員
の
増
加
（
全
体
の一
割
）

し
た
こ
と
。
中
高
一
貫
の
成
果
は
少
し
先
と

の
話
あ
り
。
初
参
加
の
加
藤
君
は
永
年
添

乗
員
を
さ
れ
、海
外
渡
航
歴
も
豊
富
で
近
々

ド
イ
ツへ
孫
に
会
い
に
行
か
れ
る
由
。

（
前
田
昌
則
）

● 同期会・クラス会だより ●
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剣
道
部
Ｏ
Ｂ
会

Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
で
新
宿
区
大
会
に
出
場

5
月
11
日
、
平
成
26
年
度
・
新
宿
区

剣
道
大
会
（
一
般
男
子
・
団
体
の
部
）に

出
場
し
ま
し
た
。
今
大
会
に
は
新
宿
区

に
所
在
す
る
各
種
団
体
（
道
場
、官
公
庁
、

企
業
、
大
学
、
高
校
O
B
会
等
）か
ら
36

チ
ー
ム
が
参
加
。
試
合
は
5
人
制
団
体

戦
で
、3
チ
ー
ム
に
よ
る
予
選
リ
ー
グ
か
ら

ス
タ
ー
ト
、
各
リ
ー
グ一
位
の
チ
ー
ム
が
決

勝
リ
ー
グ
に
進
出
、
と
い
う
方
式
で
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

初
出
場
の
我
が
「
海
原
会
」
チ
ー
ム
は
、

平
成
22
年
卒
の
外
山
、善
浪
、昭
和
55
年

卒
の
石
川
、
鈴
木
、
昭
和
51
年
卒
の
細
川

の
5
名
で
チ
ー
ム
を
構
成
。
予
選
リ
ー
グ

で
、共
に
実
業
団
の
強
豪
と
し
て
知
ら
れ
る

「
富
士
ゼ
ロッ
ク
ス
東
京
Ｂ
」「
大
塚
家
具

Ａ
」
と
対
戦
、
死
力
を
尽
く
し
て
戦
い
ま

し
た
が
、そ
れ
ぞ
れ
0
対
3
、1
対
3
の
ス

コ
ア
ー
で
敗
れ
、
決
勝
リ
ー
グへの
進
出
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
終
了
後
は
高
田

馬
場
で
打
ち
上
げ
を
行
い
、解
散
。
今
回

O
B
会

ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会

創
部
50
周
年
の
総
会

２
０
１
４
年
10
月
11
日
海
城
高
等
学
校

ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
総
会
が
海
城
学
園
カ

フェテ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な

こ
と
に
ラ
グ
ビ
ー
部
は
今
年
に
廃
部
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ラ
グ
ビ
ー
部
は
創
部

50
周
年
を
迎
え
、Ｏ
Ｂ
約
30
名
が
集
い
、
今

後
の
運
営
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
後
の
懇
親
会
に
は
50
名
弱
が

昭
和
58
年　
竹
田
組　
同
窓
会

Ｆ
Ｂ
で
つ
な
が
る

昨
年
、Facebook

の
つ
な
が
り
か
ら
卒

業
以
来
30
年
ぶ
り
に
7
名
が
顔
合
わ
せ
。

そ
の
後
じ
わ
じ
わ
と
同
窓
生
が
繋
が
り
、12

名
で
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
さ
し

く
文
明
の
利
器
Ｆ
Ｂ
の
お
か
げ
で
繋
が
って
、

4
月
25
日
（
金
）夜
、銀
座
の
Ｂ
Ａ
Ｒ
に
三
々

五
々
集
ま
って
き
た
懐
か
し
い
顔
・
顔
・
顔
。

ほ
と
ん
ど
は
卒
業
以
来
に
近
い
再
会
で
、
今

昭
和
62
年　
同
期
会

年
２
回
の
ゴ
ル
フ
コン
ペ

昭
和
62
年
卒
同
期
で
は
20
代
の
こ
ろ
か

ら
ゴル
フコンペ
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年

か
ら
年
に
2
回
ゴ
ル
フコンペ
を
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
働
き
盛
り
の
た
め
な
か
な
か

メ
ン
バ
ー
は
固
定
で
き
ま
せ
ん
が
、15
人
ぐ
ら

い
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
エン
ト
リ
ー
。

今
年
は
5
月
18
日
（
日
）に
第
3
回
、
10
月

19
日
に
第
4
回
に
実
施
し
ま
し
た
。

第
3
回
の
優
勝
は
野
球
部
出
身
北
嶋
義

人
選
手
。
第
4
回
の
優
勝
は
空
手
部
出
身

の
古
市
基
彦
選
手
。
毎
回
優
勝
者
が
変
わ

る
混
戦
模
様
で
連
覇
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り

ま
せ
ん
。
今
回
か
ら
小
さ
な
優
勝
カ
ッ
プ

作
り
少
し
ず
つ
本
格
的
に
な
って
き
ま
し
た
。

平
成
２
年 

6
年
10
組 

茂
木
組
ク
ラ
ス
会

３
年
ぶ
り
の
開
催

平
成
26
年
11
月
８
日（
土
）の
夜
、担
任
の

茂
木
先
生
を
お
招
き
し
、
新
宿
に
て
、
約
３

年
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

タ
イ
か
ら
帰
国
し
た
門
田
く
ん
ご
家
族
、

テ
レ
ビ
電
話
を
通
し
て
参
加
頂
い
た
、
函
館

在
住
の
湊
く
ん
を
含
め
て
、
総
勢
20
名
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
回
の
ク
ラ
ス
会
で
は
、茂
木
先
生
に
、１

年
遅
れ
で
す
が
還
暦
お
祝
い
の
贈
呈
式
も
。

お
祝
い
の
品
、非
常
に
喜
ん
で
頂
け
ま
し
た
。

年
み
ん
な
揃
って
50
歳
に
な
る
の
に
記
憶
は

高
校
生
の
頃
の
ま
ま
。
一
件
目
で
3
時
間

半
、さ
す
が
に
店
員
か
ら
睨
ま
れ
や
む
な
く

解
散
。
一
部
二
次
会
組
も
い
ま
し
た
が
、
必

ず
の
再
再
会
を
約
し
て
握
手
の
解
散
と
な

り
ま
し
た
。
海
原
会
学
年
幹
事
の
石
黒
く

（
幹
事
の
岡
村
正
哉
く
ん
の
セ
ン
ス
の
良
さ

が
光
り
ま
し
た
！
）

ま
た
、ク
ラ
ス
会
恒
例
と
な
って
い
る
、茂

木
先
生
に
よ
る
次
回
幹
事
の
ご
指
名
は
、蓮

見
く
ん
に
決
ま
り
、
早
速
、
次
回
の
開
催
に

向
け
た
抱
負
を
語
って
頂
き
ま
し
た
（
笑
）。

今
回
の
企
画
を
実
現
に
導
い
て
く
れ
た

幹
事
の
岡
村
正
哉
く
ん
、と
り
ま
と
め
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で
は
、
ま
た
次
回
、
元
気
に
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。 　
　
　
　
　
　
（
樵　
裕
介
）

は
、
成
績
的
に
は
少
々
物
足
り
な
い
結
果
で

し
た
が
、
世
代
を
超
え
た
Ｏ
Ｂ
間
の
絆
が
強

ま
り
、と
て
も
有
意
義
な
試
み
で
し
た
。
人

数
が
揃
え
ば
何
チ
ー
ム
で
も
出
場
で
き
ま

す
の
で
、
今
後
は
さ
ら
に
参
加
者
を
増
や
し
、

ま
ず
は
一
勝
、
さ
ら
に
は
上
位
進
出
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
尚
、Ｏ
Ｂ
会
で
は
毎
月
、

母
校
剣
道
場
に
て
稽
古
会
を
行
って
い
ま
す
。

毎
回
メ
ー
ル
で
日
時
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
が
、
連
絡
先
が
分
か
ら
な
い
Ｏ
Ｂ
も
多
い

の
で
、
こ
の
記
事
を
ご
覧
に
な
り
稽
古
会
に

参
加
で
き
る
方
は
、石
川
（toshkun777@

gm
eil.com

）ま
で
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、Facebook

で
活
動
状
況
等
を
報
告

し
て
い
ま
す
の
で
、「
海
城
剣
道
部
Ｏ
Ｂ
会
」

で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
昭
和
55
年
卒　
石
川　
剛
）

第
5
回

は
来
年

5
月
で

す
。
同

期
の
参

加
を
お

待
ち
し

て
い
ま

す
。
海

原
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
昭
和
62
年
卒
の

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

【
告
知
】来
年
の
昭
和
62
年
同
期
会
（
呑

み
会
）は
3
月
15
日（
日
）で
す
。

（
国
井
信
男
）

や
が
や
〟と
賑
や
か
に
行
え
れ
ば
思
い
ま
す
。

参
加
者　
草
野
勝
視
先
生
、水
町
行
成
、

坂
田
勝
弘
、二
俣
順
一
、前
田
敏
宣
、山
本
博

一
、加
藤
清
敬
、池
田
豊
、松
崎
義
一
、岩
垂
慶

二
、新
保
正
俊
、長
谷
川
正
、菅
崎
豊
明
、畠

山
正
恒
、桑
原
武
、若
色
隆
司
、馬
場
剛

同
期
の
方
で
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
さ

れ
る
は
佐
久
間
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

tutankhim
n1956nfrtiry@

ezweb.ne.jp
（
佐
久
間
雅
彦
）

ん
、何
に
も
ま
し
て
竹
田
先
生
と
も
連
絡
が

取
り
た
い
。
そ
し
て
48
名
い
た
ク
ラ
ス
の
み

な
さ
ん
、是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
あ
ま
り

大
騒
ぎ
せ
ず
、
年
に一
回
く
ら
い
は
同
窓
会

を
開
催
し
つつ
、海
原
会
総
会
な
ど
も
顔
合

わ
せ
の
チ
ャン
ス
と
し
て
生
か
し
て
、
息
の
長

い
集
ま
り
に
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

連
絡
先
：
安
藤
克
彦

（
F
B
で
「
安
藤
克
彦
」
で
検
索
頂
い
て

連
絡
頂
い
て
も
結
構
で
す
）

な
お
今
回
の
参
加
者
は
竹
田
組
：
三
好

琢
哉
・
駒
井
康
則
・
夏
目
一
彦
・
十
枝
洋
・

図
師
達
也
・
大
塚
隆
・
根
木
誠
一
・
松
丸

兼
一
・
高
田
之
・
安
藤
克
彦
、
河
原
組
：

田
所
直
喜
、三
上
組
：
勝
井
武
二
の
12
名
。

他
に
竹
田
組
の
中
村
文
彦
も
Ｆ
Ｂ
で
繋
が
っ

た
の
で
す
が
関
西
在
住
と
い
う
こ
と
も
あ
り

今
回
は
参
加
で
き
ず
。田
所
は
海
原
メ
デ
ィ

ア
会
か
ら
の
繋
が
り
、
勝
井
は
高
田
か
ら
の

つ
な
が
り
で
そ
れ
ぞ
れ
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
。

e-m
ail

：andy7@
adk.jp
（
安
藤
克
彦
）

● 同期会・クラス会だより ●平成26年12月1日　海 原  第40号
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● 同期会・クラス会だより ●

主
な
展
示
は
高
校
生
が
力
作
し
た
レ
イ

ア
ウ
ト
で
す
が
、ほ
か
に
も
企
業（
模
型
メ
ー

カ
ー
や
鉄
道
会
社
の
グッ
ズ
販
売
ブ
ー
ス
）の

出
展
も
あ
り
、今
年
は
大
学
も
本
格
的
に
レ

イ
ア
ウ
ト
を
出
し
て
い
た
り
と
、
年
を
追
う

ご
と
に
内
容
が
濃
く
な
って
い
る
感
じ
が
し

ま
す
。
鉄
道
趣
味
が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
い

ま
、
良
く
も
悪
く
も
商
業
主
義
的
に
な
って

き
た
な
と
い
う
印
象
は
抱
き
ま
し
た
。
鉄

道
趣
味
を
口
に
す
る
こ
と
が
憚
ら
ら
れ
た
15

年
前
を
思
え
ば
隔
世
の
感
は
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
海
城
の
ブ
ー
ス
を
見
学
。
今
年

は
何
と
一
畳
レ
イ
ア
ウ
ト
に
も
挑
戦
し
た
と

の
こ
と
。
現
役
生
に
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
伺

い
、
顧
問
の
井
口
先
生
に
ご
挨
拶
。
一
畳
レ

イ
ア
ウ
ト
作
製
担
当
の
子
が
夏
休
み
も
毎

日
来
て
い
て
と
い
う

よ
う
な
お
話
を
拝

聴
。
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
平
成
12
年
卒

の
鉄
研
時
代
の
先

輩
と
回
っ
て
い
た
の

で
す
が
、会
場
で
バッ

タ
リ
平
成
13
年
卒
の

先
輩
と
10
年
ぶ
り

ぐ
ら
い
に
遭
遇
。
近

況
を
報
告
し
合
い
ま

し
た
。
鉄
道
会
社
の

グ
ッ
ズ
販
売
ブ
ー
ス

で
は
、
伊
豆
急
行
株

式
会
社
の
鈴
木
さ
ん

に
ご
挨
拶
。
昨
秋
、海
原
会
と
鉄
研
Ｏ
Ｂ
会

の
共
催
で
貸
切
列
車
う
な
ば
ら
号
運
行
時

に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
方
で
す
。
何
で
も

今
年
は
フル
稼
働
だ
そ
う
で
、
毎
週
の
よ
う

に
貸
切
列
車
の
予
約
が
入
って
い
る
と
の
こ

と
。
隣
の
ブ
ー
ス
の
い
す
み
鉄
道
株
式
会
社

の
方
に
も
、
い
ず
れ
機
会
が
あ
れ
ば
と
ご
挨

拶
し
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

な
お
今
後
も
鉄
道
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会
と
し

て
は
新
年
会
の
開
催
、お
よ
び
現
役
生
の
支

援
、ま
た
海
原
会
の
方
に
ご
協
力
頂
い
て
貸

切
列
車
な
ど
企
画
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ま
た
年
明
け
に
は
新
年
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
ま
だ
Ｏ
Ｂ
会
に
参
加
を
さ
れ
て
い
な

い
Ｏ
Ｂ
の
方
が
い
らっし
ゃい
ま
し
た
ら
、下
記

連
絡
先
ま
で
ご一報
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

【
連
絡
先
】海
城
鉄
研
Ｏ
Ｂ
会

info@
kaijotekkenob.com

（
平
成
15
年
卒　
間
多
洋
彰
）

的
な
活
動
の
の
ち
、
１
０
８
代
海
城
祭
か
ら

は
展
示
会
場
を
得
て
15
年
に
な
り
ま
す
。

今
年
の
海
城
祭
で
も
10
代
〜
50
代
の
Ｏ
Ｂ

が
仲
間
と
、彼
女
と
、家
族
と一
緒
に
集
ま
っ

て
交
流
を
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
は
3
つ
の
年
代
に
分
か
れ
て
の
打
ち

上
げ
に
な
り
ま
し
た
。
や
っぱ
り
海
城
祭
と

い
う
の
は
特
別
で
滅
多
に
会
え
な
い
人
も
来

ま
す
。
同
期
の
話
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
か

ら
ね
。
1
月
3
日
の
新
年
会
で
は
Ｏ
Ｂ
会
で

一
堂
に
会

す
る
こ
と

が
で
き
る

予
定
で
す
。

（
国
井信

男 

）

ア
メ
フ
ト
部

目
指
せ
東
京
ベス
ト
16
！

陽
炎
が
立
つ
よ
う
な
校
庭
で
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部(

ド
ル
フ
ィ
ン
ズ)

が
練
習

を
し
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
し
っ
か
り

と
水
分
補
給
、こ
ま
め
に
休
憩
を
と
る
な
ど
、

熱
中
症
対
策
は
万
全
で
す
。

ド
ル
フ
ィン
ズ
は
9
月
初
旬
か
ら
始
ま
る

秋
季
大
会
で
ベス
ト
16
以
上
を
目
指
し
て
い

ま
す
。現
役
生
に
抱
負
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、

「
ま
ず
は
目
の
前
の
1
勝
」
と
の
こ
と
。
初

戦
は
宿
敵(

？)

城
北
高
校
で
す
。

今
日
は
Ｏ
Ｂ
の
栗
原
さ
ん(

昭
和
34
卒)

が
指
導
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
栗
原
さ
ん

は
日
本
大
学
で
名
Ｑ
Ｂ
と
し
て
名
を
轟
か

せ
た
方
で
す
。「
昨
日
な
ら
若
手
の
Ｏ
Ｂ
が

3
名
い
た
と
ん
だ
け
ど
な
ぁ
」
と
栗
原
さ
ん
。

東
大
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属

鉄
道
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会

現
役
の
コン
テ
ス
ト
参
加
を
見
学

現
役
鉄
道
研
究
会
の
皆
さ
ん
が
全
国
高

等
学
校
鉄
道
模
型
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
展
と

い
う
こ
と
で
見
学
に
行
って
ま
い
り
ま
し
た
。

８
月
９
日（
土
）、お
昼
過
ぎ
の
東
京
ビ
ッ
ク

サ
イ
ト
。
ほ
か
に
大
き
な
催
し
が
な
か
っ
た

と
は
い
え
、
コン
テ
ス
ト
の
ホ
ー
ル
は
高
校
生

だ
け
で
は
な
く
、
受
験
生
と
思
し
き
親
子

連
れ
や
自
分
の
よ
う
な
一
見
関
係
の
な
さ

そ
う
な
お
じ
さ
ん
？
な
ど
で
芋
洗
い
状
態
で

し
た
。

文
実・生
徒
会
Ｏ
Ｂ
会

10
代
か
ら
50
代
の
仲
間
集
う

文
化
祭
実
行
委
員
会(

文
実)

・
生
徒
会

Ｏ
Ｂ
会
で
は
か
れ
こ
れ
30
年
近
く
Ｏ
Ｂ
と
し

て
海
城
祭
に
関
わ
って
き
ま
し
た
。
勝
手
連

集
い
、
今
後
も
更
な
る
親
睦
を
深
め
る
べ
く
、

熱
い
意
見
交
換
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.kaijorfc.

com
/

）も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
グ
ビ
ー

部
Ｏ
Ｂ
の
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
昭
和
62
年
卒　
松
長
哲
聖
）

永
年
会
費
納
入
者
（
敬
称
略
）

（　
　
　
　
　
　
　

）

平
成
26
年
5
月
か
ら

平
成
26
年
11
月
ま
で

（
受
領
日
順
）

平
2　
溝
渕　
正
英

（
追
加
三
千
円
）

平
18　
大
渕　
達
弥

平
12　
上
嶋　
紘
生

平
21　
武
藤　
圭
祐

平
25　
吉
野　
　
輝

平
16　
竹
花　
雄
平

昭
47　
長
濱　
憲
一

（
五
万
円
）

平
25　
田
中　
建
蔵

昭
24　
鶴
田　
俊
正

昭
13　
加
藤　
隆
之

（
追
加
一
万
円
）

昭
48　
萩
野　
正
雄

昭
56　
公
門　
恒
夫

平
12　
小
関　
隆
善

（
追
加
三
万
円
）

昭
55　
豊
久　
泰
之

平
26　
高
尾　
　
敦

昭
57　
南　
　
悦
郎

平
26　
高
田　
紘
佑

昭
29　
竹
尾　
雄
二

昭
39　
于　
　
世
紀

平
26　
堀
山　
　
輝

平
26　
塚
瀬　
大
規

昭
45　
村
越　
一
夫

（
追
加
三
万
円
）

平
24　
中
井
川
博
郁

昭
49　
前
田　
敏
宣

平
25　
小
関　
雄
也

平
19　
山
本　
　
駿

昭
33　
下
村　
恭
民

昭
59　
山
口　
猛
央

平
9　
川
添　
僚
也

平
12　
下
稲
葉
耕
大

平
26　
依
田
広
太
郎

昭
33　
後
藤　
尚
弘

昭
61　
平
口　
英
夫

平
25　
吉
岡　
滉
祐

永年会費を納入されている方にも、封入作業の都合で、
会費の振込用紙が同封されていますが、ご了承ください。

寄
付

海
原
会
ゴ
ル
フ
会　　
　
　
（
二
万
円
）

す
る
ド
ル
フ
ィン
ズ
Ｏ
Ｂ
が
来
て
い
た
の
だ
そ

う
で
す
。

関
東
学
生
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
で
は
１
部
上
位
リ
ー
グ
の
名
称
を
「
Ｔ

Ｏ
Ｐ
８
（
ト
ッ
プ
エ
イ
ト
）」、下
位
リ
ー
グ
を

「
Ｂ
Ｉ
Ｇ
８
（
ビッ
グ
エ
イ
ト
）」
と
し
て
い
ま

す
。
ド
ル
フ
ィン
ズ
Ｏ
Ｂ
は
Ｔ
Ｏ
Ｐ
８
に
も
Ｂ

Ｉ
Ｇ
８
に
も
選
手
を
輩
出
し
、
大
学
ア
メ
リ

カ
ン
フッ
ト
ボ
ー
ル
界
の一
角
を
占
め
て
い
ま

す
。
中
で
も
、Ｂ
Ｉ
Ｇ
８
の
東
大
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

に
は
ド
ル
フ
ィン
ズ

の
キ
ャ
プ
テ
ン
経

験
者
を
筆
頭
に

多
く
の
選
手
が
所

属
し
、
活
躍
を
し

て
い
ま
す
。

今
日
の
メ
ン

バ
ー
の
中
か
ら
、

き
っ
と
数
年
後
の

ス
タ
ー
選
手
が
で

る
の
で
し
ょ
う
。

頑
張
れ
、
ド
ル

フ
ィン
ズ
！

（
広
報
委
員
会
）
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那須校
だより

◆
演
劇
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

6
月
26
日
（
木
）
に
自
己
表
現
力
育
成

を
目
的
と
し
た
「
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
今
回
は
講
師
と
し

て
海
原
メ
デ
ィ
ア
会
の
ご
協
力
で
、
俳
優
の

溝
口
舜
亮
さ
ん
（
海
城
高
校
Ｓ
36
卒
）
を

お
招
き
し
ま
し
た
。
高
校
生
は
あ
ま
り
知

ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
溝
口
さ
ん
は
大
ベ
テ

ラ
ン
の
俳
優
さ
ん
で
す
。
ま
ず
は
溝
口
さ
ん

か
ら
海
城
高
校
か
ら
俳
優
の
道
へと
進
ん
で

い
っ
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

次
に
体
を
使
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
体

も
心
も
ほ
ぐ
し
ま
す
。
高
校
生
も
童
心
に

返
っ
た
よ
う
に
無
邪
気
に
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
楽
し
み
す
ぎ
て
時
間
が
な

く
な
り
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
お
こ
な
う
予
定

だ
っ
た
「
即
興
劇
」
ま
で
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
生
徒
た
ち
も
劇
の
創
作
を
楽
し
み

に
し
て
い
た

よ
う
で
、
次

回
に
あ
ら
た

め
て
お
こ
な

い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆
最
後
の
カ
ナ
ダ
研
修

　

本
校
で
は
開
校
当
初
よ
り
中
学
３
年

生
が
３
週
間
の
海
外
研
修
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
当
初
は
イ
ギ
リ
ス
で
お
こ
な
って

き
ま
し
た
が
、そ
の
後
、テ
ロ
や
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の

影
響
な
ど
で
研
修
先
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や

ニュー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
変
更
し
続
け
て
き
ま

し
た
。

そ
し
て
、
２
０
１
０
年
度
か
ら
は
海
外
研

修
を
中
２
と
高
１
の
２
回
と
し
、カ
ナ
ダ
の
セ

ン
ト
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
キ
ルマ
ー
ナ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

（
Ｓ
Ｊ
Ｋ
）
と
の
交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
研
修
を
２
回
に
し
た
の
は
、同
じ
学
校
、

同
じ
街
に
２
度
行
く
こ
と
で
、
学
校
や
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
絆
が
深
ま
り
、
自
身
の

成
長
も
よ
り
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、こ

れ
ま
で
以
上
の
成
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
か
ら
で
し
た
。

Ｓ
Ｊ
Ｋ
と
は
交
換
留
学
も
含
め
て
こ
れ

か
ら
いっ
そ
う
の
交
流
が
深
ま
る
は
ず
で
し

た
が
、
10
月
21
日
か
ら
11
月
６
日
ま
で
お
こ

な
わ
れ
た
今
年
の
高
１
の
研
修
が
最
後
と

な
り
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
の
お
礼
と

感
謝
の
気
持
ち
を
Ｓ
Ｊ
Ｋ
に
お
伝
え
す
る

た
め
に
11
月
2
日
に
現
地
ゲ
ル
フ
に
到
着

し
、最
後
の
研
修
の
様
子
を
視
察
し
ま
し
た
。

４
日
に
開
か
れ
た
フェ
ア
ウ
ェル
パ
ー
テ
ィ
ー

は
、本
校
生
徒
と
Ｓ
Ｊ
Ｋ
の
生
徒
が
壇
上
で

一
緒
に
踊
る
な
ど
例
年
以
上
に
盛
大
な
も

の
と
な
り
、５
年
間
に
わ
た
る
両
校
の
交
流

を
し
め
く
く
る
に
ふ
さ
わ
し
い
パ
ー
テ
ィ
ー

と
な
り
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
で
経
験
し
、学
ん
だ
こ
と
が
今
後

の
糧
と
な
り
、
ナ
ス
カ
イ
生
が
国
際
舞
台

で
活
躍
す
る
こ
と
を
お
お
い
に
期
待
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

那
須
高
原
海
城
中
学・高
等
学
校
教
頭

　

平
成
３
年
卒　

塩
田
顕
二
郎

夜
の
東
京
を
象
徴
す
る
街
、
六
本
木
。

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
ほ
ど
近
く
に
あ
る
の
が
創

作
和
食
の
か
ら
こ
ま
。

こ
の
店
の
オ
ー
ナ
ー
の
白
石
さ
ん
と

前
川
さ
ん
は
平
成
5
年
卒
の
同
級
生
だ
。

高
校
時
代
は
と
も
に
ラ
グ
ビ
ー
部
で
、
先

生
に
怒
ら
れ
た
回
数
に
関
し
て
は
誰
に
も

負
け
な
か
っ
た
と
い
う
。

現
在
白
石
さ
ん
は
ロ
ス
で
金
融
マン
、
前

川
さ
ん
は
自
治
医
科
大
の
医
師
。
元
々
は

2
人
の
住
居
は
南
青
山
で
近
所
同
士
だ
っ

た
。
お
互
い
拠
点
を
移
す
に
あ
た
り
東
京

の
居
場
所
が
ほ
し
い
と
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
2
人
の
長
年
の
友
人
で
あ
っ
た
料

理
人
の
齊
藤
さ
ん
が
石
垣
島
か
ら
帰
京
す

る
と
い
う
こ
と
で
開
店
。
で
き
れ
ば
恩
師

の
小
林
先
生(

社
会
科)

と
一
緒
に
飲
み
た

か
っ
た
の
だ
が
、開
店
時
に
は
病
状
が
悪
化

し
て
し
ま
い
ほ
ど
な
く
他
界
。
間
に
合
わ

な
か
っ
た
。
店
に
は
今
も
恩
師
の
形
見
酒

が
あ
る
。

店
の
名
物
は
な
ん
と
い
っ
て
も
石
垣
牛

と
宇
和
島
産
の
鯛
。
肉
質
の
細
や
か
な
石

垣
牛
は
フ
ィ
レ
肉
を
じ
っ
く
り
炭
火
焼
に
。

鯛
は
土
鍋
で
炊
い
た
鯛
飯
に
。
2
〜
3
人

前
も
あ
る
土
鍋
を
一
人
で
か
じ
り
つ
く
よ

う
に
食
べ
た
海
城
Ｏ
Ｂ
も
い
る
と
か
。

こ
れ
ほ
ど
の
食
材
だ
が
コ
ー
ス
な
ら

６
５
０
０
円
よ
り
と
お
手
頃
価
格
が
う
れ

し
い
。
合
わ
せ
る
酒
も
種
類
が
豊
富
で
幻

の
銘
酒
が
ず
ら
り
。

す
で
に
海
城
Ｏ
Ｂ
の
中
で
知
る
人
ぞ
知

る
店
と
な
っ
て
い
る
か
ら
こ
ま
。
平
成
5

年
卒
が
訪
れ
る
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
卒
年
の
Ｏ
Ｂ
が
そ
の
味
の
虜
に
な
って
い

る
。

毎
回
海
城
Ｏ
Ｂ
が
経
営
す
る
お
店
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。う
れ
し
い
特
典
付
！

海
城
Ｏ
Ｂ
の
お
店
を
ご
存
じ
の
方
は
ぜ
ひ
海
原
会
ま
で
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

★
特
典
★

初
回
訪
問
に
限
り
平
成
27
年
1
月
31
日

ま
で
予
約
時
に
海
城
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
こ
と
を

告
げ
る
と
乾
杯
の
生
ビ
ー
ル（
プ
レ
ミ
ア
ム

モ
ル
ツ
）が
サ
ー
ビ
ス
に
な
り
ま
す
。

六
本
木
の
和
食
居
酒
屋
か
ら
こ
ま

所
在
地	

港
区
六
本
木
７–

９–
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